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中部電力グループCSR宣言

社会からの期待にお応えし責任を果たすために

私ども中部電力グループは、

総合エネルギーサービス企業グループとして、それぞれの個性を活かしながら

エネルギーを基軸とした事業に総合力を発揮し、安全を最優先に、安定供給を

果たすとともに地球環境の保全に努め、持続可能な社会の発展に貢献します。

事業運営にあたっては、国内外の法令・ルールを守り、企業倫理を重んじて公正・

誠実に行動します。

事業活動に関わる全ての方々との相互コミュニケーションを重視し、透明性の

高い開かれた企業活動を推進します。

（お客さま） 安心・便利・安価なエネルギーサービスをはじめ、

  お客さまのニーズに応える価値あるサービスをお届けします

（株主・投資家） 効率経営と効果的投資により、収益の維持・拡大を図ります

（地域社会） 地域社会と協調し、地域の持続的発展に貢献します

（取引先）  事業のパートナーとして対等な立場で公正な取引を行います

（従業員）  個人を尊重し、明るく働きがいのある職場づくりに努めます

中部電力グループのCSR

　公益性の高い事業を営む中部電力グループは、社会からの信頼こそが事業の基盤であると考え

ています。

　このため、事業活動に関わる全てのステークホルダーの皆さまからのご期待に誠実にお応えする

とともに、適切な情報開示によって説明責任を果たし、CSR（企業の社会的責任：Corporate Social 

Responsibility）を実践してまいります。

　この理念を「中部電力グループCSR宣言」として掲げ、皆さまにお約束いたします。

表 2
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　本報告書は、持続可能な社会の実現を目指す中部電力グルー
プのCSRについて、ステークホルダーの皆さまへご報告するとと
もに、取り組みの改善に向けたグループ内の意識付けを目的とし
ています。
　編集にあたっては、ステークホルダーの皆さまからいただいた
アンケート回答や従業員からの意見を踏まえ、2009年度を中心
としたCSR活動とその成果を「CSR報告書2010」としてホームペ
ージに掲載し、特に、ステークホルダーの皆さまの関心度合いが
高く、中部電力グループにとって重要な内容をまとめた「CSR

報告書2010ダイジェスト」（本書）を冊子として発行しました。
　なお、ホームページでは、「CSRへの取り組み」「環境への取り組
み」などの詳細な情報や最新情報もお伝えしています。

報告の範囲

●対象組織

中部電力株式会社およびグループ会社

●対象期間

2009年度（2009年4月～2010年3月）

（上記期間外の重要な情報についても一部ご報告しています）

参考にしたガイドライン

「GRI／サステナビリティ・リポーティング・ガイドライン2006」
「環境省／環境報告ガイドライン2007年版」

次回発行予定年月
2011年7月

凡例

本報告書の指定のページに関連記事などを掲載しています。

「中部電力グループCSR報告書2010（PDF）」に詳細情報を
掲載しています。

中部電力ホームページに、詳細情報、最新情報を掲載しています。
http://www.chuden.co.jp

関連するウェブサイトを示しています。
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信頼に応えて暮らしを支え、期待に応えて変化する。
中部電力グループは、
エネルギーの安定供給と地球環境保全に努め、
持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

変わらぬ使命の達成がCSRの根幹

　世界経済の低迷を受け大きく落ち込んだ国内の経

済情勢は、中国をはじめとする新興国の旺盛な需要に

支えられ、足元で回復の兆しが見られるものの、欧州の

財政危機が発端となり、いまだに金融不安がくすぶっ

ています。

　こうした経済情勢の中、電気事業を取り巻く環境に

ついても、「環境・低炭素」へのニーズの高まりに代表

されるお客さまの価値観の多様化、燃料電池や次世代

自動車の普及に代表される技術革新、少子高齢化の進

展に代表される社会の変化などにより、将来のエネル

ギーの需給構造や事業構造が大きく変わる転換点を

迎えています。

　しかしながら、エネルギーが暮らしや産業の基盤であ

ることは将来も変わることがありません。中部電力グ

ループにとっての最大の使命は、電気を中心とするエ

ネルギーを「安定的」に、かつ「安価」にお届けすること

であり、これこそがCSRの根幹と位置づけています。

最重要課題は原子力の推進

　日本は、石油、石炭やLNGなど、消費するエネルギー

資源の96％を海外からの輸入に頼り、その多くを政情

が不安定な中東に依存しています。

　また、私たち電気事業者は、こうした有限な資源を大

量に消費して電気をつくっており、その結果排出する

CO2は、国内排出量の約3割を占めています。

　中部電力は、火力発電所の発電効率向上に努め、そ

の効率は全国でもトップレベルですが、一方で、発電

社長メッセージ

時にCO2を排出しない原子力発電の比率が低いため、

CO2排出原単位（電気1kWhあたりのCO2排出量）は

他社に比べて劣後しています。

　中部電力は、現在、浜岡原子力発電所1･2号機の廃

止措置と6号機を新設するリプレース計画を進めてい

るところですが、エネルギーの安定供給と地球環境保

全を両立させるためには、さらに原子力発電の比率を

向上させる必要があります。このため、浜岡6号機に続

く新たな原子力発電所の建設を目指してまいります。

このことは、中部電力にとって安定供給を果たすため

の最重要課題であるとともに、わが国が低炭素社会を

実現する上で、最も有効な手段であることを、より多く

の皆さまにご理解いただきたいと考えております。

　

再生可能エネルギーの積極的導入

　原子力の一層の推進や高効率火力の導入に加え、中

部電力グループは再生可能エネルギーの開発を積極

的に進めていく計画です。風力発電については、これま

でに運転を開始している三重県青山高原に加え、2010

年2月には静岡県御前崎市で3基（計6,000kW）の風

力発電所の運転を開始し、さらに2期工事として8基（計

16,000kW）の建設を進めています。また、メガソー

ラー（大規模太陽光発電）については、武豊火力発電所

（愛知県知多郡）内に建設中であることに加え、長野

県飯田市において地元行政と共同で計画を進めてい

ます。さらに、石炭火力発電所においてバイオマス発電

を推進するなど、引き続き、再生可能エネルギーの開

発にグループ一体となって積極的に取り組んでまいり

ます。
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皆さまとともに

　中部電力グループにとって、この地域で生活されて

いる皆さまは、大切なお客さまであると同時に、ともに

持続可能な社会を築く重要なパートナーであると考え

ています。

　現在、私たちは「地域の安全・安心の確保」「環境の保

全」「次世代教育」「文化・スポーツ活動」の4つを重点分

野として、積極的な社会貢献活動を展開しております

が、これからもこうした活動を通じ、地域の皆さまとの

コミュニケーションを深めながら、社会の一員として中

部地域の持続的な発展に寄与してまいります。

　また、これまで長い年月をかけて築いてきた信頼を

守り、育てるため、今後も従業員一人ひとりが誠実な仕

事を積み上げることによって、中部電力グループとして

のCSRを推進してまいります。

　この報告書は、中部電力グループのCSRに関する最

近の取り組み状況や今後の計画などについて、多くの

皆さまにお伝えしたい内容をまとめています。

　私たちは、皆さまからのご意見を真 に受け止め、さ

らにCSRの取り組み向上に努めてまいりたいと考えて

おります。　

　是非ご一読いただきまして、忌憚のないご意見をお

寄せくださるようお願いいたします。

2010年7月

中部電力株式会社
代表取締役社長
社長執行役員



原子力発電に関する取り組み
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電力の安定供給と
地球温暖化防止のために。
浜岡原子力発電所の取り組み

Highlights-1

　中部電力は、電気を生産するために大量の化石燃料を

消費し、その結果として多くのCO2を排出しています。発

電時にCO2を排出しない原子力発電は、電力の安定供給

とともに地球温暖化防止に大きな効果があり、その推進

は、中部電力にとって最も重要な課題となっています。

　しかしながら、2009年度の総発電電力量に占める原

子力発電の割合は、8月に発生した駿河湾の地震の影響

などから、14%と低位にとどまりました。これにより、中

部電力のCO2実排出原単位（電気1kWhあたりのCO2

排出量）は、前年度に比べて悪化する結果となりました。

　ここでは、駿河湾の地震後の対応を中心に、浜岡原子

力発電所の最近の状況について紹介します。

駿河湾の地震への対応

　2009年8月11日、駿河湾でマグニチュード6.5の地震

が発生。浜岡原子力発電所がある静岡県御前崎市で震

度6弱を観測し、運転中の4，5号機が自動停止しました。

（廃止措置準備中の1，2号機、定期検査中の3号機はい

ずれも停止中）

　地震発生以降、中部電力は3，4，5号機を対象に、発電

所の安全・安定運転に必要な設備の健全性を確認する

「特別な保全計画」を策定し、点検などを行うとともに、

地震観測記録を用いた設備健全性評価を実施しました。

　これらの取り組みを経て、3，4号機は、2009年10月に

営業運転を再開しました。5号機については、点検で確認

された不具合の修理などを行うとともに、2006年のトラ

ブルで損傷した低圧タービンの取り替えを実施しました。

　5号機は他号機に比べ揺れが大きかったため、なぜ大

きかったのかなどについて、地域の皆さまに十分ご説明

した上で運転を再開したいと考えています。

■5号機の揺れが大きかった要因の分析について

　駿河湾の地震では、5号機は3,4号機に比べて2倍程

度大きい揺れ（岩盤での値）を観測しました。これについ

低圧タービン取替作業を行う5号機
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地区説明会を開催

MOX燃料受取検査

て地下調査を行ったところ、5号機の地下に、地震波の

速度が、周囲の岩盤に比べて3割程度低下する岩盤（低

速度層）があることがわかりました。

　当社は、5号機の揺れが他号機と比べ大きかったことの

主要因はこの「低速度層」であると考えており、引き続き、

地震観測記録や地下調査データの分析を進めています。

※プルサーマル：原子力発電所の使用済燃料を再処理して回収した「プルトニウ
ム」をウランに混ぜて、再び燃料（MOX燃料）として「サーマルリアクター」（既存の
原子力発電所である軽水炉）で利用すること。
※MOX（Mixed Oxide）燃料：ウランとプルトニウムを酸化物の状態で混ぜて
作った混合酸化物燃料。

Voice on SiteVoice on Site

　フランスでのMOX燃料製造中には、私を含め、社内認
定資格を持つ社員が交代で現地に赴き、製造や検査が手
順通りに行われているかなどを確認しました。
　MOX燃料が発電所に届いた後は、傷などの不具合がな
いことを、専用のカメラを使って一体一体丁寧に検査しま
した。プルサーマル実施に向け、燃料検査を担当する者と
しても、その責任の重さとやりがいを感じています。

一つひとつ丁寧に検査しました

浜岡原子力発電所

震央

30km 50km

0 50km

駿河湾の地震の震央位置

■地域の皆さまへの説明会の開催

　他号機に比べ、5号機の揺れが大きかった要因の分析

状況や耐震安全性について、地域の皆さまにご理解い

ただくため、地元各市や各地区単位での説明会を開催し

ています。（2010年6月末現在、地元各市で計8回、各地

区単位で約80回実施）

中部電力（株）
浜岡原子力発電所
技術部　原子燃料課
岡田　誠

>エネルギー・環境・原子力>浜岡原子力発電所
>プルサーマル計画について
>
>

HP

プルサーマル※計画への取り組み

　エネルギー資源に乏しい我が国において、原子燃料

サイクル政策は、ウラン資源を節約し長期にわたり安定

してエネルギーを確保するための有効な手段であり、中

部電力は浜岡原子力発電所4号機におけるプルサーマ

ル計画を進めています。

　2009年5月、フランスで製造した28体のMOX燃料※

を浜岡原子力発電所に搬入した後、受取検査を行い、輸

送に伴う変形などがないことを確認しました。また、国に

よる輸入燃料体検査については、2010年5月、MOX燃

料が技術基準に適合していることを確認するため、その

最終段階である外観検査を受け6月に合格証を受領しま

した。

　今後、2010年度中に実施する定期検査でMOX燃料

を装荷し、プルサーマルを開始する予定です。

http://www.chuden.co.jp/energy/hamaoka/hama_pluthermal/index.html
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少しでも早く、
電気をお届けするために。
台風18号の被害と復旧

Highlights-2

　2009年10月8日早朝、愛知県の知多半島付近に上陸

した台風18号は、本州を縦断し、各地に被害をもたらし

ました。特に、東海地方の被害は大きく、地域によっては

長時間にわたり停電したところもありました。停電した

地域の皆さまには大変ご迷惑をおかけしましたことをお

詫びいたします。

　ここでは、台風18号による被害状況と、現場での復旧

作業を紹介します。

台風１８号による被害

　台風18号は、1959年に東海地方を襲い大きな被害

をもたらした伊勢湾台風とほぼ同じコースをとり、知多

半島付近に上陸した8日午前5時過ぎ時点の勢力は、中

心気圧955ヘクトパスカル、最大風速40メートル、時速

45キロメートルでした。中部電力エリア内では、三重県

の伊勢志摩地域をはじめ特に愛知県の三河地域を中

心に、暴風による飛来物や倒木によって電柱が折れたり、

電線が切れるなどの被害が広範囲にわたりました。

設備の被害状況

火力発電
設備

尾鷲三田火力3号機、
知多火力4号機が停止
（保守上の観点による）

送電設備 44線路が停止

変電設備 2変電所が停止

配電設備
電柱折損等110基、
断線等2,169条、
変圧器故障等60台

昼夜を問わない復旧作業
■非常災害対策本部を設置

　災害の発生が予想されたため、10月7日夕刻から事業

場ごとに非常災害対策本部を設置しました。

　本部では、停電範囲や被害状況を正確かつ迅速に収

集し、復旧対応や行政機関との調整などを実施しました。

停電戸数

エリア 停電累計戸数
（千戸）

愛知県 302.0

岐阜県
（一部を除く） 1.7

三重県
（一部を除く） 139.5

静岡県
（富士川以西）  93.6

長野県 15.4

合計 552.2

電柱折損の被害（愛知県蒲郡市）
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■現場での復旧作業

　実際に、現場に到着するまでは、被害状況がつかめま

せん。倒木により、道路が閉鎖され車両が通行できなく

なっているところでは、徒歩で被害状況を確認しました。

また、散乱している樹木や折れた枝を取り除きながらの

作業など、思うように復旧が進まない状況もありましたが、

グループ会社の（株）トーエネックなどからの応援を含め、

最大で約8,300人の体制で復旧作業にあたりました。

　昼夜を問わず、関係者一丸となった作業の結果、復旧

は、10月11日に完了しました。

Voice on Site

　営業所では、電話が鳴り続け、窓口にも多くのお客さ
まが来店される中、全員で受付応対や現地広報にあたり
ました。停電により不安とご迷惑をおかけしましたが、お
客さまからはご理解とねぎらいの言葉をかけていただき、
お客さまとの信頼関係の大切さを痛感しました。　
　今回のような台風や、今後予想される大規模地震など
では停電が避けられない場合がありますので、これから
もお客さまに停電対策のPRを地道かつ丁寧に続けてい
きたいと思います。

中部電力(株)
三重支店
伊勢営業所 営業課
山口　誠（左）
成川　武（右）

全員でお客さまの応対にあたる

Voice on Site

　配電指令室では停電を知らせる警報が次々と鳴り響
き混乱状態にある中、「とにかくお客さまに早く電気をお
届けしたい」という想いから、職場が一体となり復旧活動
に従事しました。
　寝食を忘れ倒木により折れた電柱や、飛来物により切
れた電線の復旧作業にあたり、お客さまから「今回の停
電で電気のありがたみがよくわかったよ。ありがとう。」と
お声をかけていただいた際には、あらためて我々の使命
を認識しました。今後も職場一体となり電力の安定供給
に努めていきます。

中部電力(株)
岡崎支店
豊橋営業所 配電運営課

勘
か げ ゆ

解由 真嗣（左）
白木 宏和（右）

職場一体となった復旧活動

対応を検討する従業員（岡崎支店豊橋営業所）

トーエネック従業員による復旧作業（三重県津市）

日頃から、防災訓練や復旧作業訓練などを繰り返し実施

するとともに、災害が発生した場合には、少しでも早くお

客さまに電気をお届けするという使命感を持ち、電力の

安定供給に取り組んでいます。

■お客さまへの情報提供

　お客さまからは、「いつになったら電気がつくのか」と

いったお問い合わせが多数寄せられました。営業所の受

付窓口における応対のほか、停電している地域では、広

報車で巡回して、現地での情報提供も行いました。

　また、報道機関に対して、被害状況についてのプレス

リリースを復旧作業完了まで計49回行いました。

電気をお届けするために

　全力で復旧作業にあたることは、私たちの責務です。
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過去から未来へと、
いのちを繋ぐために。
生物多様性の保全

Highlights-3

　2010年10月、愛知・名古屋において、生物多様性条約

第10回締約国会議（COP10）が開催されます。

　中部電力は、これまでも環境影響評価や森林保全活

動などにより、生物多様性の保全に取り組んできました。

ここではその取り組み概要を紹介します。

地球規模での
生物多様性への配慮

　生物多様性は、「開発や乱獲」、「里地里山などの手入

れ不足」、「外来種などの持ち込み」といった地域レベル

の危機に加えて、「地球温暖化による多くの種の絶滅や

生態系の崩壊」によって、地球規模で危機にさらされて

います。

　中部電力では、原子力発電や再生可能エネルギーの

開発、省エネルギーの推進によって、低炭素社会の実現

に向けた取り組みを進め、生物多様性保全に貢献してい

ます。

地域レベルでの
生物多様性への配慮

　発電所などを新増設する際には、大気、水質、海水温

のほか、動植物など生物多様性に関する環境影響を事

前に把握・分析し、それらを回避・低減するなど地域特性

に応じた環境保全対策に努めています。

　また、火力・原子力発電所では運転開始後にも海域の

生物調査を実施し、影響が極めて少ないことを確認して

います。

電気事業と生物多様性との関わり

　電気事業では、電力設備の設置から運用・廃棄物の処理

に至るまで、生物多様性が生み出すさまざまな自然の恵

みを享受しています。その一方で、事業活動に伴い発生す

るCO2による地球温暖化への影響や、設備の設置に伴う

土地改変などにより、地球規模、地域レベルで生物多様性

に少なからず影響を与えています。

　このため、我々電気事業者は、低炭素社会構築に向け

た取り組みを推進し地球規模での生物多様性保全に配

慮するとともに、環境影響評価や地域の特性に応じた環

境保全措置など地域レベルでの生物多様性保全に積極

的に取り組んでいます。また、地域の皆さまとともに森

林保全などの生物多様性に資する社会貢献活動に努め

ています。

　これらの取り組みの方向性を明示するため、電気事業

連合会として2010年4月に「電気事業における生物多

様性行動指針」を定めました。
●電気事業連合会

 http://www.fepc.or.jphWeb

電気事業と生物多様性との関わりの
イメージ図

図制作中

電気事業電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業電気事業

社社社会貢献献献
森森林林保保全全
自然保護護護

● 生物生息域の減少、分断、改変
● CO2、SOx、NOx、廃棄物など排出
● 原子力発電・電化推進などによる
　CO2排出削減（好影響） など

● 生態系などへの影響調査と
　必要に応じた対策実施
● 原子力、再生可能エネルギー、
　高効率発電などの推進
● 生物多様性に関する研究開発 など

発電所などの
設備 設備の運用 販売・研究開発

● 動植物の生息環境の維持拡大、
　CO2吸収（好影響） など

● 地域と協働した
　自然環境保全・環境教育の
　さらなる推進

生物多様性からの恵み

影響

配慮

水 大気 エネルギー
資源

豊かな
自然など
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■上越火力線建設工事における取り組み

　中部電力上越火力発電所（1,2号系列各119万kW、

新潟県上越市）からの送電線である上越火力線の建設

にあたっては、そのルートに白鳥飛来地である上吉野池

があることから、白鳥の飛翔経路や高度を入念に調査し、

専門家に相談した結果、池上空に送電線を通しても影響

がないことを確認しました。

　この結果、送電線建設後の調査では、飛翔経路に顕著

な変化は見られませんでした。

■河川魚類の行動調査技術の開発

　中部電力は、ダムや堰などの構築物が、河川魚類へ与

える影響の有無を調査するバイオテレメトリー技術を開

発しました。河川魚に小型発信器を取り付け、行動を連

続的・継続的に把握して生態を明らかにし、河川魚類の

保全に役立てることができます。

　なお、国の研究機関からの依頼により、この技術を利

用して、2005年度には琵琶湖周辺の水路に生息するニ

ゴロブナ、2007・2008年度には和歌山県の河川での移

動性魚類の行動追跡調査を実施しました。

　今後、社内での活用も含め、より幅広い分野での利用

拡大が期待される技術です。

社会貢献活動による
生物多様性への配慮

■ワシタカ類の保全活動の支援

　日本ワシタカ研究センターは、鷹狩技術の保存やそ

の技術を応用してワシタカ類を保全することを目的とし、

1982年に設立された団体です。具体的な活動は、傷病

ワシタカ類の治療と自然復帰のための訓練、生態調査

や生息環境の保全などを行っています。中部電力は、日

本ワシタカ研究センターから建設工事などに関してワシ

タカ類の保全対策について助言をいただくとともに、同

センターの活動を支援しています。

COP10開催１年前イベントへの参画

　2009年10月に開催されたCOP10開催1年前記念行
事「生物多様性フォーラム」（COP10支援実行委員会主
催）に中部電力の三田社長（当時）が出席し、「中部電力の
生物多様性の取り組み」について紹介しました。
　COP10については、今後とも地元経済界の一員として
支援していきます。

上吉野池の白鳥と送電線

骨折の治療を受けるハヤブサ 治療したオオタカを放鳥

■緑を育てる活動

　中部電力は、岐阜県郡上市に保有する森林の保全活

動に取り組むとともに、「森への招待状」と名付けた市民

参加型の森林活動や人工林の知識と間伐技術を有する

森林ボランティア「ちゅうでんフォレスター」の育成に取

り組んでいます。

　また、緑豊かな地域づくりを支援するため、1985年度

から学校や公園などの公共施設を対象に、従業員参加

の植樹や苗木の配布を行っています。2009年度末には

累計42万本となりました。

Look! P26



09 中部電力グループ CSR報告書2010

ＩＴを活用し
「お子さまの安全・安心」を確保。
きずなネット学校連絡網

Highlights-4

　近年、子どもが巻き込まれる事件が多く発生し、地域

の安全対策が求められています。そのためには、不審者

や防犯に関する情報の共有化が欠かせません。また、台

風をはじめとする自然災害や、インフルエンザなどに関

する情報も、暮らしのうえで大変重要です。

　中部電力は、「地域の安全・安心の確保」のために、幼

稚園や小・中学校、高校を対象として、保護者の携帯電話

にメールで情報をお知らせできる「きずなネット学校連

絡網」サービスを提供しています。

情報技術で
学校が抱える課題を解決

　「きずなネット学校連絡網」は、現在、650の学校にお

いて、不審者情報の早期周知や警報発令時の急な下校

のお知らせなど、お子さまの安全を支える手段として活

用されています。

　従来の学校の電話連絡網には「伝達の完了までに時

間がかかる」「内容が正確に伝わらない」「個人情報保護

の観点から電話番号の掲載を断られてしまう」などの難

しい面がありました。

　そこで中部電力は、この課題を解決するために、自社

が保有するシステム設備や経験、人材を活かし、学校か

らの連絡を保護者全員に「迅速」・「正確」・「確実」に届け

られることに加え、プライバシー保護を兼ね備えた携帯

連絡網サービスを開発し、2005年12月から提供を開始

しました。

各学校

保護者

自動送信 登録
サポート

内容等設定

システム提供

［緊急］きずな小学校連絡網
きずな小学校から不審者情報の
連絡です。
本日（4 日）15：30 頃、男が
下校途中の男子児童に「お菓子
を買ってあげるから車に乗りな
さい」と声をかけ、追いかけて
きました。男は年齢 30 歳位、
黒色ニット帽、サングラスにマ
スクをつけ白い車。まだ男の身
柄が確保されていないのでご注
意ください。
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Voice on SiteVoice on Site

　多くの先生方から「中部電力さんが運営しているので、
安心して保護者の皆さまに登録をお願いできます。」とい
う話をお聞きします。当社を信頼してご利用いただいて
いることを大変嬉しく感じています。今後も地域の皆さ
ま方のお役に立てるように頑張りたいと思います。

中部電力(株)
情報システム部
絆プロジェクトチーム
伊藤 里花（左）　犬飼　猛（中央）　原　千晶（右）

約26万名の方々がご利用中

　サービスを開始してから約4年半が経過しましたが、

メールの案内に従って登録するだけという「手軽さ」と、

個人情報はシステム側で保護されているという「安心

感」などを評価していただき、約26万名の方々にご利用

いただくまでになりました。

　また、愛知県西尾市や三重県伊勢市、静岡県掛川市な

ど、地域全体で活用いただく自治体もあり、さらに2009

年には新型インフルエンザの流行に伴い迅速な連絡手

段の必要性から個別の学校による採用も進み、利用者

数が急増しました。

地域に安心を届ける
サービスを目指して

　「地域の安全・安心」の確保は、ライフラインを支える

中部電力にとって重要なテーマです。今後も、変化する

地域社会のニーズを把握し、地域の皆さまに広く安全・

安心情報サービスを提供できるよう、更なる検討・改善

を行っていきます。

from Customers

地域の皆さまのお役に立てるように

　本校では、以前より、迅速に伝わる連絡
網の必要性を感じていましたが、昨年度、
新型インフルエンザによる学級閉鎖や台
風襲来などを受け、学校とPTAの間で、本
格的に話し合いました。
　本校は女子校であるということもありま
すが、保護者が安心して自分の連絡先を登
録することができるシステムであることを
第一に検討を行いました。その中で、中電

＞IR・企業情報＞地域社会での取り組み
＞地域の安全・安心確保への取り組み＞情報配信サービス
＞
＞

HP

Look! P31

金城学院中学校（名古屋市）
PTA会長

天野 晃治 様

さんの「きずなネット」の評判を聞き、詳し
く説明を伺ったところ、個人情報保護の点
はもちろんですが、システムの信頼性や使
い勝手の点でも満足できると判断し、導入
いたしました。
　中電さんには、今後も、教育や地域社会
に関わるさまざまなサービスの提供を期待
しています。

「きずなネット」の信頼性や使い勝手に満足

きずなネットの利用学校数・利用者数の推移

0
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http://www.chuden.co.jp/corporate/activity/act_torikumi/kizunanet/index.html
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エネルギーの安全・安定供給

11

電力を安全かつ安定的にお届けするために

安価で高品質なエネルギーを安全かつ安定的にお客さまにお届けすることが、

公益事業者としての中部電力の最大の使命であると考えています。

そのために、グループの全従業員が持てる力を現場で最大限に発揮して、電力の安定供給に取り組んでいます。

電力の安定供給を目指して

電源のベストミックス

　原子力・火力・水力などの発電方式には、エネルギーセ

キュリティ、環境への影響、経済性などの面でそれぞれ

特徴があります。中部電力は、それらの電源の特徴を踏

まえて、バランス良く組み合わせる「電源のベストミック

ス」に取り組んでいます。

安定性・柔軟性・経済性のある燃料調達

　燃料需給については、新興国のエネルギー需要の増

加などを背景に、中長期的には逼迫していくと予想され

ます。こうした中、中部電力は、電力の供給に不可欠な燃

料調達にあたっては、安定性の確保、経済性の向上、さ

らには需給変動に迅速かつ適切に対応できる柔軟性の

確保を図るため、生産・購入から発電に至る燃料サプラ

イチェーンの強化を目指し、上流権益※の取得や燃料ト

レーディング※の活用などを進めています。

　火力発電の主力燃料であるLNGについては、2009年

11月に、西オーストラリア州で推進しているゴーゴンプ

ロジェクトから生産されるLNGの購入と同プロジェクト

の権益の取得を決定しました。

　石炭調達については、2010年4月以降、燃料トレー

ディング事業を行う中電エネルギートレーディング（株）

が中部電力の石炭調達量全量を一元的に管理し、石炭

調達市場の変動に対し、より迅速かつ的確に対応するこ

とができる体制としています。

※上流権益：プロジェクトへの投資により鉱区、生産設備などの資産を保有し、自社
の投資比率に応じて生産物もしくは配当を受け取る権利。
※燃料トレーディング：従来の売主などからの一方向の購入取引だけでない、購入・
販売の双方向の取引。

＞IR・企業情報＞会社情報＞経営計画
＞経営の目指すもの（事業計画）＞2010年度供給計画の概要
＞
＞

HP

Voice on SiteVVVVoiice on SSiitte

ゴーゴンLNGプロジェクトの売買契約・権益取得の概要
LNG購入と権益取得    
購入数量：144万t/年
期間：2014年から25年間
権益取得割合：0.417%（年間約6万tの引取権を確保）

オーストラリア

ゴーゴンガス田

ジャンツガス田

LNG出荷

ゴーゴンLNGプロジェクト位置

国内ガスパイプライン海底パイプライン

バロー島
ガス液化基地

PDF P11-15

Voice on Site

　中電エネルギートレーディング（株）は、中部電力向けの
石炭について、トレーディングにより調達の柔軟性を高め
つつ、安定供給を行うことを目的に、中部電力と英国の燃
料トレーディング会社であるEDFT社との業務提携により
設立されました。
　私は、その中で、石炭の取引状況を世界の市況と比較し、
日々損益状況を管理する業務に従事しています。
　EDFT社の出向者と仕事をすることに初めは戸惑いも
ありましたが、彼らは、日本人以上に合理性や迅速性を追
求する意識が強く、学ぶべき点が多いと感じています。今
後とも積極的にコミュニケーションを図り、優れた点を吸
収したいと考えています。

中電エネルギートレーディング（株）
丹波 晶子

コミュニケーションを大切にしています

http://www.chuden.co.jp/corporate/company/bus_plan/management/index.html
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発電部門の取り組み

安定運転を目指して

　発電部門では、時々刻々と変化する電力需要に適切

に対応しつつ、お客さまに安定した電気をお届けするた

めに、継続的に安定して発電する必要があります。

　このため、24時間体制で発電所やダムの監視・制御を

行うとともに、発電設備を常に最良の状態に保ち、トラブ

ルを未然に防止するため、日頃から保守・点検や補修を

確実に実施し、万全を期しています。

　特に、中部電力の発電設備の7割を占める火力発電は、

変化する需要への柔軟な対応が可能であり、電力の安

定供給には欠かせない電源です。

　火力発電所における安定運転への取り組みとしては、

日々多数の機器の巡視・点検を行うとともに、中央制御

室からの運転監視により、機器の異常の早期発見および

事故の未然防止に努めています。

流通部門の取り組み

万全な流通設備の建設・改修

　発電所で作られた電気は、送電線や変電所といった流

通設備を介してお客さまへ届けられます。これらの流通

設備については、発電所の建設や需要の増加に対応し

て計画的に建設を行っています。

　また、高経年設備の改修に伴う工事量の増加に対して

も年間工事量の均平化に取り組み、計画的に改修を進

めています。特に、電力需要が増える夏季の工事を実施

する場合には、発雷時間帯を避け電力需要が少ない早

朝時間帯を活用するなど、供給信頼度を確保したうえで

の工事を行っています。

万全な運用・保守

　変動する需要に合わせて電気を適切にお届けするた

め、中央給電指令所および給電制御所は、24時間体制

で発電電力量を調整するとともに、電気の流れを監視・

コントロールして、電圧や周波数の変動が少ない高品質

な電気を安定的にお届けしています。

　流通設備の保守については、設備の異常を早期に発

見するための巡視・点検を定期的に行っています。

　また、品質マネジメントシステムを活用した継続的な

改善活動により、保守業務の精度向上を図っています。

Voice on Site

高度な専門知識と技術の研鑽

　私は、知多火力発電所3，4号の発電業務に携わっていま
す。設備の運転や保守・管理には、高度な専門知識と技術
が必要不可欠です。日々、研鑽に励み、お客さまへ電力を
安定供給できるよう努めています。

中部電力（株）
火力センター
知多火力発電所　技術課
田中 貴志

技術の維持向上

　設備の保守・管理には、社員一人ひとりの技術と経験

が不可欠であり、現場技術力の向上とベテラン社員から

若手社員への技術継承が重要だと考えています。

　例えば、火力部門では、実機と同様の機能を備えたシ

ミュレータ装置を使用し、緊急時の対応を繰り返し行う

実務訓練やOJTによる実務教育を積極的に実施し、運

転技術の向上を図っています。また、長年培ってきた発

電設備の設計や運転・保守に関わるノウハウ（知識・技能・

新知見・判断基準）を集約した「固有技術資料」を整備し、

OJTに活用しています。

火力発電所で給水ポンプの駆動用モータの音を確認する作業
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迅速な故障対応

　送電線は、基本的に2回線で網目状に構成され、変電

所には複数台の変圧器が設置されています。万一、故

障・災害などにより一部の流通設備が使用できなくなっ

た場合でも、他の健全な設備を利用して速やかに電気

をお届けできるように努めています。

　また、故障時に迅速な対応ができるよう、日頃から実

践的な訓練を繰り返し実施しています。

改修工事を行います。また、中部電力の供給エリアは雷

の多い地域であるため、雷対策を積極的に進めていま

す。さらに、鳥・蛇などが充電部分に接触しにくい設備づ

くりを進めるとともに、故障原因となるカラスの巣の撤

去などにも取り組んでいます。

配電部門の取り組み

停電を起こさないために

　送電線や変電所を通ってきた電気は、配電線を通して

お客さまへ届けられます。配電線は、お客さまの身近な

所に数多く施設されていますが、1カ所の故障でも広範

囲の停電につながるため、設備の維持・管理には万全を

期しています。

　具体的には、巡視や点検を定期的に行い異常箇所の

早期発見に努め、異常箇所を発見した場合には速やかに

停電からの早期復旧

　故障による停電が発生した場合に備えて、中部電力

およびグループ会社の技術者が24時間出向可能な復

旧体制を整えています。また、停電が発生した場合でも、

「配電線自動化システム」での遠隔操作により、健全な

区間へ迅速に送電することで停電範囲を可能な限り縮

小することができます。

お客さまサービス業務

　営業所の配電技術サービス担当は、お客さまからの

要請により、契約容量の変更や各種調査、コンサルティ

ング活動などを的確に実施し、お客さまのお役に立てる

よう努力しています。

オンラインＴＳＣシステムの更新

　中部電力が世界に先がけて開発・実用化したオンライ
ンTSCシステムは、落雷などにより系統故障が発生した際
に、大規模停電に至るのを未然に防止し、電力系統の安
定性を高度かつ経済的に維持できるシステムです。
　設置から10年以上経過していることから、2009年5月
に電力系統の安定度を判定している計算機を更新し、演
算精度の向上を実現するとともに保守業務の効率化を図
りました。

お客さまに契約内容の説明を行う配電技術サービス担当

カラスの巣の撤去作業

エネルギーの安全・安定供給
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防災の取り組み

防災体制の確立

　お客さまに安心して電気をお使いいただくために、電

気をお届けするまでの各過程において、災害に強い設

備形成に努めるとともに、万一災害が発生した場合に備

えて、早期復旧に向けた防災体制を確立しています。

大規模地震への備え

　中部電力の供給エリア内では、東海地震や東南海・南

海地震といった大規模地震の発生が危惧されています

が、こうした大規模地震に対して、耐震対策を中心とした

防災対策の強化に努めています。

LNG

LNG

LNG

LNG出荷設備

LNG基地

貯槽 気化器

環境対策
CO2削減
熱源最適化
新エネルギーの活用
供給信頼度の向上
企業価値の向上

LNGサテライト設備

ガス導管

火力発電所

お客さま

中部電力(株)

(株)エル・エヌ・ジー中部

(株)シーエナジー

貯貯貯槽槽槽 気気気化化化器器

LLNNGGササテテラライイトト設設備備

タンクローリー車により
LNGをお届けします

ESCO事業・オンサイトエネルギー
サービスを通じ、CO2削減をはじめとした、
お客さまの経営課題に対する
解決策を提案します

ガス導管により
天然ガスをお届けします

ガガガガガスススス導導導導導管管管管管

((株
EESC

サー

株株)シ エナジジ((株株

総合エネルギーサービス企業グループとして

電気に加えて、ガスやオンサイトエネルギーなどを組み合わせながら、

お客さまの多様なニーズにお応えする総合エネルギーサービスを、グループ一体となって提供しています。

　自社導管を利用したガス販売事業、タンクローリー

を利用したLNG販売事業およびオンサイトエネルギー

サービス事業を中部電力の総合的なマネジメントのも

とに展開しています。

>IR・企業情報>研究開発・事業展開>電気・エネルギー事業
>国内における取り組み
>
>
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「メッセナゴヤ2009」にて防災対策をＰＲ

　2009年11月11日から14日まで開催された「メッセナ
ゴヤ2009」にブースを出展し、防災対策への取り組みを
PRしました。
　ブースでは、「電気を守る～これまでもこれからも～」
をテーマに、全社防災訓練をはじめとする、各所訓練風景
をまとめた映像の放映や、防災対策の取り組み内容など
のパネル展示を実施しました。また、営業所の配電運営課
員が出演するトーク
ショーを行い、災害復
旧作業での体験談な
どを紹介しました。

http://www.chuden.co.jp/corporate/study/stu_energy/kokunai/index.html
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取り組み分野 2009年度の計画

経営・経済

CSRの啓発 ▷eラーニングによる啓発活動をグループ会社へ展開
▷CSRトップセミナーや意見交換会の実施

内部統制 ▷会社法に基づく内部統制システムの適切な整備・運用の実施
▷金融商品取引法に基づく財務報告に係る内部統制の適切な運用と有効性評価の実施

コンプライアンス
▷コンプライアンス推進に関する個人・組織の課題を克服するための行動の促進
　（コンプライアンス・チーフマネージャー（CCM）などによるコンプライアンス推進に
　向けた取り組み方針の表明、従業員アンケート調査結果のフォローアップ）

環境 アクションプラン参照（P27～28）

社会

お客さま ▷お客さま対応システムや生活情報サイト、e-生活情報センターなどから得られる
　「お客さまの声」を活かした業務改善や新サービス提供の検討・実施

株主・投資家 ▷適時・適切な情報開示ならびに双方向コミュニケーションの実施

取引先 ▷公平・公正な調達や、相互理解を深めることを目的とした取引会社説明会などの
　諸施策の実施

地域・社会

地域の安全・安心確保
▷安全・安心確保に資する情報サービスの普及推進

次世代層への教育
▷新学習指導要領を踏まえた実施内容の見直しおよび、教育支援活動の充実

従業員

人権啓発活動・ハラスメント防止活動の推進
▷人権啓発推進計画に基づく各種教育・啓発活動の実施
▷グループ全体の意識向上を目的とした情報提供の実施

多様な「人財」の活用
▷女性活躍推進に資する全社的な研修の実施
▷ダイバーシティフォーラム、異業種交流会、合同研修の実施
▷パートタイマーの社員登用継続実施

労働安全・衛生の確保
▷グループ会社を含む労使共同による安全活動の実施
▷心と身体の健康づくり活動の実施

2009年度の主な実績と2010年度の計画
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2009年度の主な実績 2010年度の計画
掲載ページ

本書 CSR報告書
（PDF）

▷グループ会社へeラーニングを展開
▷CSRトップセミナーを開催
▷第一線事業場との意見交換会を実施（12事業場）

▷CSRトップセミナーや意見交換会の継続実施
▷イントラネットを利用した啓発活動の実施 ー P18

▷「会社の業務の適正を確保するための体制」に基づき、
　内部統制システムの適切な整備・運用を実施
▷財務報告に係る内部統制を適切に運用するとともに、
　業務実施部署自らの点検結果と内部監査部門の監査結果を
　基に有効性評価を実施

▷会社法に基づく内部統制システムの適切な
　整備・運用の継続実施
▷財務報告に係る内部統制の適切な運用と
　有効性評価の継続実施

ー P22

▷CCMなどが各組織におけるコンプライアンス推進方針を
　明示
▷従業員アンケート調査結果のフォローアップ（各組織別の
　特徴・課題の抽出および取り組みへの反映など）を実施
▷グループ会社従業員アンケート調査を実施

▷グループ一体となった行動姿勢の変革に向けて
　以下の取り組みを実施
● 取引先との適切なパートナーシップの確立
● 各組織におけるコンプライアンス推進方針の明示
● グループ会社従業員アンケート調査結果のフォロー
　アップ

P18 P24

▷「お客さまの声」を活用し、業務改善や新サービス提供を
　検討・実施（お客さまの声登録件数：約2,500件）

▷「お客さまの声」を活かした業務改善や
　新サービス提供の継続検討・実施
▷「お客さまの声」検討体制の見直し

P29 P51
P52

▷決算説明会（2回）、個人投資家向け説明会（2回）、
　個人株主向け施設見学会（9回）などを開催
▷関係法令などに基づく適時・適切な情報開示を実施

▷適時・適切な情報開示ならびに
　双方向コミュニケーションの継続実施 P30 P53

▷取引会社説明会を開催（229社参加）
▷資材部内の相談窓口を積極的に活用（相談件数：143件）

▷公平・公正な調達や、相互理解を深めることを目的とした
　取引会社説明会などの諸施策の継続実施 P30 P53

▷「きずなネット学校連絡網」など情報サービスを提供
　（利用学校数:650校、利用者数:約26万名）
▷愛知県警察本部と共同で不審者情報配信
　「パトネットあいち」を提供（利用者数:約8万名）

▷安全・安心確保に資する情報サービスの
　普及推進の継続実施

P09
P10
P31

P09
P10
P54

▷新学習指導要領に合わせ、教育用教材の見直しを実施
▷小・中学校などへの出前教室を435回実施

▷09年度に見直した新教材を活用し、
　学習指導要領に沿った教育支援活動を実施 P32 P56

▷新入社員研修、新任管理職研修など各階層別研修において、
人権啓発教育を実施

▷人権講演会、ハラスメント講演会を実施

▷人権啓発推進委員会で承認された計画に基づき、
　人権啓発教育、ハラスメント防止教育を計画的に実施
▷ハラスメント相談窓口を適切に運営

P33 P59

▷女性社員、管理職を対象とした女性の活躍推進に向けた
　研修を実施（350人参加）
▷異業種合同研修会実施
▷パートタイマーの社員登用（15人）

▷「意識変革・サポート体制の充実」を基本施策とし、
　さらに「個の育成・活躍の場の創出」「働き方の変革」に
　注力
▷社外とのコラボレーションの継続実施

ー P60
P61

▷労働災害発生件数58件（請負・委託含む）
▷産業医による臨時健康診断後の指導助言を実施（123件）

▷安全運転主任トレーナーによる職場安全教育の実施
▷再発防止策の徹底、基本ルールの徹底
▷健康障害防止対策およびメンタルヘルスケア対策の
　継続実施

P34 P62
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経営・経済報告

経営の目指すものー経営の4つの柱

中部電力グループでは、「目指すべき企業グループ像」と「経営目標」、またその実現に向けた

「具体的な取り組み」などをまとめた経営計画を「経営の目指すもの」として毎年公表しています。

CSRの推進ーCSRの推進体制と取り組み

1 お客さまにご満足いただける
　販売活動の展開

2 安価で高品質なエネルギーの
　安定的な生産、確実なお届け

3 地球環境保全をはじめとした
　企業の社会的責任（CSR）の完遂

4 企業価値の向上を目指した
　事業基盤の強化

目指すべき企業グループ像

中部地域を基盤とする「総合エネルギーサービス企業グループ」として、

エネルギーをコアに新しい価値をお客さまへお届けするとともに、事業活動のあらゆる領域において、

地球環境の保全に努め、グループ全体で持続的な成長を達成してまいります。

　目指すべき企業グループ像の実現に向けて、中部電力グループは次の4つの柱の実行に努めます。

　中部電力では、CSRの取り組みを推進する部署として

経営戦略本部に「CSR推進グループ」を設置（2005年7

月）するとともに、全部門長をメンバーとする「CSR推進

会議」を発足（同年9月）させ、ステークホルダーの皆さ

まからのご意見や、第三者機関による客観的評価などを

踏まえてCSRの課題を抽出し、選択と優先順位付けを行

いながら改善活動に取り組んでいます。

　グループ会社との連携については、CSR推進のため

の情報交換などを実施するとともに、協調して啓発プロ

グラムを行っています。

CSR推進会議

中部電力

連携

ワーキンググループ

ワーキンググループ

ワーキンググループ

ワーキンググループ

テーマ別

事務局
推進部署
CSR推進グループ

中部電力グループ各社

取
締
役
会

経
営
執
行
会
議

連

全
体
会
議

…

CSRの推進体制

PDF P17

PDF P18

＞IR・企業情報＞会社情報＞経営計画＞経営の目指すもの（事業計画）＞HP

http://www.chuden.co.jp/corporate/company/bus_plan/management/index.html
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経
営・経
済
報
告
　

コーポレート・ガバナンスーガバナンス体制

ステークホルダーの皆さまから選択され、信頼される企業であり続けるため、

公正・透明性を経営の中心に据え、コーポレート・ガバナンスの一層の充実に努めています。

中部電力のコーポレート・ガバナンス体制（模式図）

コンプライアンス
推進会議

監査役室

意思決定

協
議

選定・解職・監督

報告

報告

指示

計画等承認 計画等付議

重要案件の
付議・報告

重要案件の
付議・報告

指示

報告

報告報告

監査

報告

監査

監査

指示

選任・解任選任
解任

選任
解任報告

報告 報告

経営考査室

株主総会

社長執行役員
（代表取締役社長）

経営執行会議
経営戦略会議

委員会等

定

選定解職監督 報告

取締役会
（社外取締役を含む取締役）

業務執行部門会計監査人
（監査法人）

監査役会
（監査役）

コンプライアンス

中部電力では、お客さまや地域社会などから信頼していただくためには、

コンプライアンスの確立が不可欠であると認識し、全社一丸となってコンプライアンスを推進しています。

中部電力コンプライアンス宣言

コンプライアンスなくして信頼なし、
信頼なくして発展なし

＞IR・企業情報＞CSR（企業の社会的責任）
＞コンプライアンスの取り組み
＞
＞

HP

　中部電力では、社長を議長とする「コンプライアンス推

進会議」（2002年12月設置）のもと、全社的なコンプライ

アンス推進体制を構築し、基本方針である「中部電力コン

プライアンス宣言」や「8つの行動規範」などを定め、各部

門や事業場で自律的な活動を展開しています。

コンプライアンス・マネージャー

コンプライアンス・チーフマネージャー コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス・イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

本
支
店
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス・リ
ー
ダ
ー
か
ら
選
任

中電グループ・コンプライアンス推進協議会

グループ会社各社

従 業 員

従 業 員

コンプライアンス・リーダー

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
会
議

本店室部長・支店長

支店の部長、第一線事業場の長など

各職場のグループ長・課長

コンプライアンスの推進体制

PDF P21-23

PDF P24

http://www.chuden.co.jp/corporate/csr/csr_compliance/index.html
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環境報告

環境問題への取り組みをグループ全体の最重要課題の一つと位置づけ、

2004年4月に「中部電力グループ環境宣言」を制定し、取り組みを推進しています。

環境理念
私たちはエネルギー産業に携わるものとして自ら律して行動するとともに

地域や世界と連携しながら地球環境の保全に努めます。

環境ビジョン
中部電力グループは、地球環境の保全をとおして「持続的発展が可能な地域づくり」に貢献します。

～環境文化を共有できる企業グループへの変革～

環境理念

環境ビジョン

環境方針ー中部電力グループ環境宣言

事業活動と環境負荷ー事業活動に伴うINPUTとOUTPUT

資材
炭酸カルシウム

アンモニア

その他（苛性ソーダなど）

143千t

15千t

火力（工業用水）

原子力（工業用水）

   1,086万t

20万t

4,017k

揚水動力用電力量
 ▲12億kWh

自社消費・送配電損失
 ▲109億kWh

販売電力量  1,228億kWh

お客さま

うち、余剰電力購入量
◎太陽光発電
◎風力発電
◎廃棄物発電
◎小水力発電

18,796万kWh
24,092万kWh
22,382万kWh
1,178万kWh

他社からの購入電力量 201億kWh

水力発電 86億kWh

火力発電 922億kWh

原子力発電 141億kWh

自社発電所における
発電電力量1,150億kWh

大気排出・排水など
5,117万t

0.9万t

0.4万t

0.8万t

461万t

549 PJ

CO2
（京都メカニズムクレジット反映前5,827万t）

車両燃料使用によるCO2

SOx

NOx

排水

排熱

その他（ばいじんなど）

所有山林・緑地の保全による
CO2吸収量　　　　　  1.5万t

試算

産業廃棄物・副生物など
93.3万t

24.9万t

0.1万t

25.0万t

ウラン 37t

プルトニウム 0.4t

核分裂生成物 1.2t

656本

石炭灰

石こう

重原油灰

汚泥

使用済燃料

放射性廃棄物（ドラム缶相当）

水

車両用燃料

発電用燃料
石炭

重油

原油

軽油

LNG

LPG

バイオマス

原子燃料

9,409千t

34千k 

296千k 

15千k 

9,553千t

1千t

19千t

ウラン 38t

指針1． 資源を有効に活用します

再生可能エネルギーの実用化と開発を進めます
エネルギーの効率的な利用を進めます

指針2． 環境への負荷を低減します

CO2をはじめとする温室効果ガスの積極的な削減を進めます
循環型社会を目指しゼロエミッションに挑戦します

指針3． 環境管理レベルを向上します

環境への影響を的確に認識し環境経営を徹底します 
環境に配慮した行動が自発的にできる人材を育成します

指針4． 環境についてコミュニケーションを深め
地域や世界との連携を強化します

環境とエネルギーに関する双方向コミュニケーションを強化します
従来の枠組みを超えて幅広い人 と々連携し共に行動します

PDF P26

PDF P25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）四捨五入の関係で合計が合わないことがあります
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地球温暖化防止

地球温暖化対策の推進

PDF P30-38

　2009年度のCO2排出原単位は、気体廃棄物処理系

の水素濃度上昇や、駿河湾の地震による浜岡原子力発

電所の停止の影響があったものの、京都メカニズムクレ

ジットの反映などにより0.417kg-CO2/kWh（実排出

原単位：0.474kg-CO2/kWh）となり、1990年度に比べ

10.2％低減しました。CO2排出量は、5,117万ｔ（実排出

量：5,827万ｔ）となりました。

CO2削減に関する技術研究開発

　2008年4月、技術開発本部電力技術研究所にCO2削

減技術プロジェクトを立ち上げ、CO2削減技術に関する

研究を推進しています。

低炭素社会に向けた主な技術研究開発の取り組み

●今後普及する太陽光発電と、既存の電力供給システ

ムとの協調を図り、安定供給を確保する次世代送配

電網の研究

●碧南火力発電所における木質バイオマス混焼発電の

実証試験　

●業界初の90ºCの温水と7ºCの冷水の同時供給を実

現した高効率温水ヒートポンプの共同開発

●次世代自動車（電気自動車、プラグインハイブリッド

車）の普及を支援する充電システム

の開発　など

　地球温暖化防止に向けCO2排出量を削減する三本柱

は、原子力、再生可能エネルギー、そして省エネルギー

です。中部電力は、エネルギー産業に携わるものとして、

電力の供給面・需要面から、以下の取り組みを積極的に

推進しています。

供給面：CO2排出量の少ないエネルギーの利用
●原子力発電の推進

●再生可能エネルギー発電の導入促進

●火力発電の熱効率向上

●途上国におけるCO2削減プロジェクトへの参画

需要面：省エネルギー
●省エネルギーに対する意識啓発（エコライフの提唱）

●効率的にエネルギーを利用するための提案、

　技術開発

CO2排出量の削減

　中部電力は、京都議定書の第1約束期間（2008～

2012年度）における1kWh当たりのCO2排出量（CO2

排出原単位）を1990年度比で平均20%削減することを

目標としています。

3,000

4,000

5,000

998

4,631 0.417

5,117

1,228

0.464

7,000

6,000

CO2排出原単位

CO2排出原単位
kg-CO2/kWh

CO2排出量

CO2排出量
万t-CO2

使用電力量

90 95 05 08 12年度2000
500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

使用電力量
億kWh
1,400

0.3

0.4

0.5

0.6

目標
90年度比
２０％削減

CO2排出量の推移

（注）2008年度からのCO2排出量、排出原単位は京都メカニズムクレジット反映後の値
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原子力発電の開発

　原子力発電は、安定供給性に加え、発電時にCO2を排

出しないため地球温暖化防止の観点から大変優れた電

源です。

　中部電力は、電源構成に占める原子力発電の割合が

他の電力会社に比べて低いため、原子力発電への取り

組みを最優先課題に掲げ、積極的な取り組みを進めて

います。将来的に原子力発電の比率を40～50%とする

ことを目指して、原子力のさらなる自社開発に向けて全

力を傾注していきます。

　中部電力は、浜岡原子力発電所（静岡県御前崎市）リ

プレース計画として、1，2号機の運転を終了し、替わりに、

6号機（140万kW級）を平成30年代前半の運転開始を

目標に建設することを計画しています。1,2号機につい

ては、2009年11月に原子炉廃止措置計画認可を国から

得て、廃止措置を進めています。

※ゼロエミッション電源：太陽光、風力、水力、バイオマスなどの再生可能エネル

ギーや原子力などの発電時にCO2を排出しない電源。

再生可能エネルギー※の開発

　再生可能エネルギーを利用した発電は、自然の力を

利用しているため、発電出力が安定しないなどの課題が

ありますが、化石燃料の消費量削減によるCO2削減な

どの環境負荷低減に寄与します。

　中部電力は、再生可能エネルギー発電の開発や普及

支援を積極的に推進しています。

※再生可能エネルギー：太陽光や風力、バイオマス、水力など枯渇することのない
エネルギー源のこと。一定地域で年間に得られるエネルギー量が限定される代わ

りに、半永久的に使用し続けることができる。

メガソーラー発電

　中部電力は、2020年度までに1.5～2万kWのメガ

ソーラー発電の導入を目指しています。

　現在、以下の2地点で開発を進めています。

発電方式別CO2排出量

kg-CO2/kWh

燃料 設備・運用燃 設

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

75 75 75 75 15 20 75 60 45%設備
利用率

0.975

0.887

0.704

0.742

0.478

0.608

0.408

0.519

0.053 0.029 0.0150.022 0.011
00

（注）発電燃料の燃焼に加え、原料の採掘から諸設備の建設・燃料輸
送・精製・運用・保守などのために消費される全てのエネルギーを対象
としてCO2排出量を算定。
原子力発電については、現在計画中の使用済燃料国内再処理・プル
サーマル利用（1回リサイクルを前提）・高レベル放射性廃棄物処分な
どを含めて算定。
出典：（財）電力中央研究所

0.088
0.130 0.111

0.038

石
炭
火
力

石
油
火
力

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力

Ｌ
Ｎ
Ｇ

コ
ン
バ
イ
ン
ド

風
力

地
熱

原
子
力

水
力

太
陽
光

メガソーラーいいだ
（長野県飯田市） 1,000kW

2010年度運転開始予定
CO2排出削減効果約400t/年

メガソーラーたけとよ
（愛知県知多郡武豊町） 7,500kW

2011年度運転開始予定
CO2排出削減効果約3,000t/年

御前崎風力発電所（第1期）

電力供給面の取り組み－ゼロエミッション電源※の推進

風力発電

　中部電力は、御前崎風力発電所（22,000kW、静岡県

御前崎市）の開発を進めています。2010年2月には1期

工事（6,000kW、風車3基）が完工し、運転開始しました。

同発電所2期工事（16,000kW、風車8基）については、

2010年度の運転開始を目指して開発を進めています。



22

環
境
報
告

中部電力グループ CSR報告書2010  ダイジェスト

バイオマス発電

　中部電力は、石炭を燃料とする碧南火力発電所にお

いて、2010年度中に木質バイオマス燃料を混焼する計

画を進めています。碧南火力発電所（410万kW、愛知

県碧南市）における発電出力の約1.5%を木質バイオマ

ス燃料で賄うもので、石炭使用量の抑制により年間約

30万tのCO2排出削減効果があります。

　また、愛知県衣浦東部浄化センターにおける下水汚

泥燃料化事業にメタウォーター（株）と共同で参画し、こ

れまで焼却処分されてきた下水汚泥を炭化処理し、バイ

オマス燃料を製造します。この燃料を2012年度から碧

グループ会社の風力発電所

（株）シーテック

ウインドパーク美里
（三重県津市） 1.6万kW 2006年2月運転開始

ウインドパーク笠取
（三重県津市・伊賀市） 3.8万kW

2010年2月に第1期2万kWが
運転開始（2010年度完工予定）

（株）青山高原ウインドファーム

青山高原ウインドファーム
（三重県津市・伊賀市） 1.5万kW 2003年3月運転開始

青山高原ウインドファーム
増設計画 約8.0万kW 2016年度運転開始予定

電力供給面の取り組み－エネルギーの効率利用

南火力発電所において、石炭と混焼する計画です。本事

業により、年間約8,000t-CO2の温室効果ガス削減効果

があります。 

スマートグリッド※関連研究

太陽光発電の大量普及への対応

　太陽光発電の大量普及に向けては、日射量により大

幅に変化する太陽光発電出力の評価、および電力需要

の少ない時期において生じる余剰電力や系統電圧上昇、

膨大な系統対策コストなどに関する課題の解決が不可

欠です。

　このため、資源エネルギー庁の補助事業として、中部

電力の供給エリア内の61カ所の事業所において、日射

量などの気象データと太陽光発電出力を測定し、系統

全体で見たときの出力変動の平滑化効果などを分析す

ることにより、太陽光発電大量導入時の系統に与える影

響について検討しています。

※スマートグリッド：太陽光発電などの出力が不安定な再生可能エネルギー発電
設備の大量普及と電力系統の安定運用との両立を図るため、情報通信技術を活用
した電力系統

火力発電の熱効率※向上

　火力発電の熱効率向上は、発電用燃料の使用量、

CO2排出量などの削減につながります。中部電力は、高

効率コンバインドサイクル発電※の導入、高効率火力発

電プラントの効果的な運用などにより、熱効率向上に努

めています。

　2009年度の火力総合熱効率は46.21%（低位発熱量

基準※）と、前年度比0.13ポイント向上し、引き続き国内

最高水準を達成しました。これにより約10万tのCO2削

減効果がありました。

※熱効率：消費した燃料の熱エネルギーのうち、実際に送電できる電気となった割
合を示すもので、火力発電所の効率的利用度をはかる目安。
※コンバインドサイクル発電：ガスタービン発電と蒸気タービン発電を組み合わせ
た発電方式。
※低位発熱量基準：燃料中の水分および燃焼によって生成された水分の凝縮熱を
差し引いて算出する熱効率。

火力発電設備熱効率、火力総合熱効率の推移（低位発熱量基準）
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（注）（　）のCCはコンバインドサイクルの略
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　これまで培ってきた技術力や人材などの経営資源を

有効に活用し、途上国などの環境保全に貢献し、地球規

模で温暖化対策を進めるため、クリーン開発メカニズム

（CDM）※や共同実施（JI）※などの事業を積極的に進め

ています。

※クリーン開発メカニズム（CDM）：先進国が途上国において温室効果ガス削減
プロジェクトを共同で実施し、それによって達成された削減分を先進国の削減分と
してカウントできる仕組み。
※共同実施（JI）：先進国同士が共同で温室効果ガス削減プロジェクトを実施し、それ
によって達成された削減分を投資国が自国の削減分としてカウントできる仕組み。

海外における取り組み－京都メカニズムの活用

電力需要面の取り組み－省エネルギーなど

海外における環境関連事業

タイ
殻発電事業

CDM事業　2003年度に参画。
タイ北中部の穀倉地帯に 殻を燃料とする出力
2万ｋＷの小規模発電所を開発し、2005年12月に
運転開始。本プロジェクトからのCO2クレジットを
購入する契約を締結。

マレーシア
パーム椰子房
バイオマス発電
事業

CDM事業　2006年度に参画。
マレーシア国ボルネオ島サバ州東部のパーム
椰子房バイオマス発電事業（2地点、各1万kW）。
2008年度に運転開始。

グローバル・アジア・
クリーンエナジー
サービスファンド

2003年度に参画。
ESCO事業を中心に複数の小規模案件を投資対
象とするファンド。インド、中国の小水力発電事業
などに投資。1,000万ドル出資

お客さまのエネルギー利用効率化の推進

　中部電力は、お客さまのご要望に応じたさまざまなエ

ネルギーサービスを提供し、豊かな暮らしや産業の発展

を支えるとともに、地球環境の保全に取り組んでいます。

　再生可能エネルギー利用技術である「ヒートポンプ」

は、空気の熱を利用することにより、大幅なCO2排出削

減を実現する切り札です。今後も、「エコキュート」を中

心とするヒートポンプ機器の積極的な提案活動を展開

して、普及拡大を進め、低炭素社会の実現を目指します。

Ｅ空調（電気空調システム）の推進

　「エネルギーソリューション」をキーワードとした販売

活動を展開する中で、省エネルギー・環境性に優れた電

気式ヒートポンプ空調機の提案を行い、2009年度は

1,172件、約13.8万kＷの採用をいただきました。

エコキュートの普及

　家庭で消費するエネルギーの約3分の1は給湯に使用

されています。この給湯エネルギーを削減し、家計と地

球環境に貢献できる「エコキュート」の普及拡大に取り

組んでいます。

電気自動車

　お客さまのご支持により、中部電力営業エリア内での

普及台数は2009年度末に累計約35万台となりました。

電気自動車の導入

　中部電力では、2020年度末までに、約1,500台の電

気自動車（プラグインハイブリッド車を含む）を業務用車

両として導入することを計画しており、2009年度は100

台を導入しました。2010年度も引き続き100台を導入

する予定です。

　また、あいちEV・pHV普及ネットワークに参加し、本格

的な普及に向けて実証試験に取り組んでいます。

＞オール電化・暮らしのサービス
＞暮らしのサービス・お役立ち情報サイトのご案内
＞オール電化・エコキュート

＞
＞
＞

HP

プラグインハイブリッド車

http://www.chuden.co.jp/service/site_info/site_on/index.html
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発電所の環境保全対策／循環型社会の形成

化学物質管理

大気汚染防止

　火力発電所では、燃焼時にSOx（硫黄酸化物）が発

生しないLNGの利用拡大、低硫黄燃料油の使用、排

煙脱硫・脱硝装置の設置、燃焼時にNOx（窒素酸化

物）発生量を低減させるバーナの採用などの対策を

行っています。　　

　これにより、発電電力量当たりのSOx、NOx排出量は

世界で最も優れた水準にあります。ばいじんについては、

高性能集じん装置の設置などにより、排出を極力抑制し

ています。

火力発電電力量当たりのSOx、NOx排出量の主要国との比較

0

1

2

3

4
g/kWh

SOx排出量

NOx排出量

0.04

3.3

1.2
1.41.4

0.70.8

3.13.2

0.2 0.2 0.08

出典：「図表で語るエネルギーの基礎」（電気事業連合会）より作成
中部電力：2009年度、日本：2007年度、その他は2005年

アメリカ イギリス ドイツ フランス 日本 中部電力

産業廃棄物、副生物の発生量およびリサイクル量（2009年度、万t）

発生量 リサイクル量 社外埋立処分量
石炭灰 93.3 93.3 0.0

重原油灰 0.1 0.1 0.0

石こう 24.9 24.9 0

汚泥（固化した物を含む）※１ 25.0 7.4 12.9

廃プラスチック類 0.4 0.1 0.2

金属くず 3.8 3.7 0.0

ガラス・陶磁器くず 0.2 0.0 0.2

建設廃材 9.7 8.9 0.5

その他※2 0.7 0.6 0.1

合計 158.1 139.0 14.0

※1：自社埋立処分量4.2万t（埋立用材として利用）
※2：廃油・廃アルカリなど
（注）四捨五入の関係で合計が合わないことがあります。

環境保全

PCB（ポリ塩化ビフェニル）処理

　2005年2月から「絶縁油リサイクルセンター」におい

て、一部の柱上変圧器に誤混入した低濃度PCB絶縁油

の無害化処理を実施しています。2009年度末までに約

2.6万klの絶縁油を処理（進捗率約43%）し、リサイクル油

（燃料油など）として出荷しています。

　また、低濃度PCB含有柱上変圧器の容器・部材処理に

ついては、2008年5月から「変圧器リサイクルセンター」

で無害化処理を行っています。2009年度末までに約15

PDF P39-42

万3千台の柱上変圧器を処理（進捗率約20%）し、金属

部材等をリサイクルしています。

　当初から絶縁油にPCBを使用した変圧器など（高

濃度PCB機器）については、日本環境安全事業（株）

（JESCO）への委託により処理を進めています。

　なお、2002年の（社）日本電機工業会（JEMA）の国へ

の報告によって、新たに判明した変圧器などへの微量

PCBの混入についても、混入が判明した機器について、

適正に管理しています。
＞エネルギー・環境・原子力＞環境への取り組み
＞中部電力の取り組み＞PCB無害化処理・リサイクル
＞
＞HP

ゼロエミッションへの挑戦

　中部電力は2004年度からゼロエミッションを目標

に掲げ、請負会社排出分を含めた廃棄物の発生抑制

（Reduce）、再使用（Reuse）、再生利用（Recycle）の

3Rを基本にさまざまな取り組みを展開しています。

　2009年度の産業廃棄物発生量は158.1万tとなりま

した。社外埋立処分量は建設工事に伴う汚泥の一部が

再利用困難であったことから前年度に比べて12.8万t増

加して14.0万tとなりました。

http://www.chuden.co.jp/energy/kankyo/action/pcb/index.html
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環境マネジメントシステム

　中部電力では、独自の環境マネジメントシステム（EMS)

を構築し、環境負荷やリスクを低減するとともに法令を

遵守し、環境への影響をできる限り少なくするよう努め

ています。

　今後もEMSのPDCA手法を活用した環境管理活動を

継続実施していきます。

EMSの社内認証制度・グループ認証制度

　環境マネジメントシステムの効率的な運用を行うため、

1999年度から社内認証制度を導入し、グループ会社の

（株）テクノ中部が、審査登録機関と同レベルの審査を

行っています。

　さらに2008年4月からは、社内認証制度をグループ

会社に拡大し、さまざまな事業形態にあった環境マネジ

社内認証制度・グループ認証制度

報告

審査

認定

事業場

EMSの構築

支店長・環境部長など

社内・グループ認証

（株）テクノ中部

審査の実施

環境管理の徹底／環境教育

グループ会社の取り組み

環境管理 PDF P43-45

　「中部電力グループ環境宣言」のもと、「中部電力グ

ループ環境活動ガイドライン」を制定し、グループ一体と

なった環境経営への取り組みを推進しています。

中部電力グループ環境対策会議

　中部電力グループとして環境対策の向上を図ること

を目的に、2001年4月、「中部電力グループ環境対策推

進会議」を設置しました。　

メントシステムの構築を支援しています。

　グループ会社の知多エル・エヌ・ジー（株）は、知多LNG

事業所のEMSについて、中部電力グループ認証制度に

よる審査を受け、EMS基準に適合していることが確認で

きたことから、2010年3月に中部電力環境部長から中部

電力グループで初めての認定を受けました。

環境教育

　従業員に対する環境教育は日常業務を通じて行うこ

とを基本に、環境教育トレーナー制度、新入社員への環

境教育、eラーニングによる環境教育を実施しています。

さらに、各部門においては、専門的な環境教育を行って

います。また、中部電力グループとしても環境教育に取

り組んでいます。

環境教育トレーナー制度

　中部電力は、各事業場で選任された環境教育トレー

ナーに対して講習会を開催し、各トレーナーはこの講習

会で習得した知識をもとに事業場の従業員に対して環

境に関する教育を行っています。本制度は、1998年度か

ら導入され、延べ3,294人がトレーナーを経験し、ここで

得た環境知識を業務に活用しています。

　2009年度は、5月と12月に開催し、CO2削減に向けた

グループ会社の取り組み紹介や、中部国際空港へ電力

や熱を供給しているエネルギーセンター、新エネルギー

の実証研究施設であるあいち臨空新エネルギーパーク

の見学などを行いました。（2009年度末現在、中部電力

含め29社参加）
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Topics

地域とのコミュニケーション・世界との連携

環境コミュニケーションと連携

森への招待状

　中部電力は、岐阜県郡上市大和町内ヶ谷に1,100万

m2の広大な森（内ヶ谷山林）を保有しています。

　この森を活用して、「森への招待状」と名付けた市民

参加型の森林活動に取り組んでいます。自発的に環境

保全を実践できる人材が広く社会に育っていくことを目

的に、中部電力の従業員・OBの有志を中心に設立した

NPO法人水とみどりを愛する会や地元NPO法人などと

協働して、「森を守る活動」や「森とふれあう活動」などの

取り組みを実施しています。

　なかでも、人工林の知識と間伐技術を有する森林ボ

ランティア「ちゅうでんフォレスター」をこれまでに80人

育成し、愛知県などで森林保全活動に取り組んでいます。

間伐作業を行うちゅうでんフォレスター

間伐促進活動「森の町内会」の展開

　中部電力は、2010年5月から環境NPO「オフィス町内
会」との協働により、中部地域での健全な森林育成のため
の間伐促進活動「森の町内会」を開始しました。
　「森の町内会」とは、「紙」の利用を通じて森林間伐を促
進する環境貢献活動で、間伐促進費が付加された「間伐
に寄与する紙」を間伐サポーター企業が印刷用紙として
利用し、森林整備を進める仕組みです。
　中部電力は「森の町内会」事務局として、間伐サポー
ター企業の開拓や、間伐
実績の管理・報告を行う
など活動を積極的に展
開していきます。

「森の町内会」ロゴマーク

環境NPOとの協働事業

記念日植樹券プレゼント

　記念日植樹券プレゼントは、中部電力とNPO法人中

部リサイクル運動市民の会が、協働事業として2001年

から実施している市民参加型事業です。

　2009年度は抽選により7,000名のお客さまに「植樹

券」（木を植える権利＝苗木）をプレゼントしました。当選

した方には、「自分で苗木を植える」、「大切な人に苗木

を贈る」、「国内外の植樹団体に植樹券を寄付」の3つの

コースから１つ選択していただけます。

　海外での植樹については、NPOが実施する南インド

の森林再生のほか、中国・内モンゴル自治区での砂漠化

防止プロジェクトを支援しています。

国際交流の推進

　中部電力では、途上国を対象とした研修生の受け入

れや社員の派遣を通して、環境保全やエネルギー効率

の向上、原子力発電の安全確保のための国際交流を推

進しています。

カタール国への農業・緑化支援

　中部電力のLNGの輸入元であるカタール国において、

乾燥地での緑化促進に役立てるため、2005年から人工

ゼオライトを使い栽培試験を実施しています。2009年8

月からは、農業・緑化の技術専門家をカタール国へ派遣

し、砂漠の緑化に有効なデータの収集を行っています。

カタールでの栽培試験

PDF P46-50
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アクションプラン

項　目 中期目標（2020年度）

地球温暖化防止
CO2排出量の
削減

原子力発電の推進
▶安全性確保を前提に原子力発電設備の最大利用（設備利用率85%※１）
▶原子燃料のリサイクル推進
▶原子力発電所リプレース計画の推進、新規立地に向けた取り組みの継続

再生可能エネルギーの
開発推進

▶RPS法（電気事業者による新エネルギー等の利用に関する特別措置法）の各年度導入量（基準
　利用量）の確実な達成（2014年度に当社分目標約19億kWh（全国で134億kWh）※2）
▶2015年度以降のRPS法導入量の確実な達成

省
エ
ネ
ル
ギ
┃
の
推
進

火力発電所の
熱効率向上

▶既存設備の継続的な熱効率維持と上越火力の確実な開発、
　および最適な運用により国内最高の水準を達成 総合熱効率47%（低位発熱量基準）

次世代自動車※3の
導入推進

▶次世代自動車の導入推進
　1,500台導入

家庭部門の
省エネルギー

▶エコキュート等、ヒートポンプを中心に据えた高効率機器の普及拡大
▶エコライフ推進活動の積極的な展開

業務･産業部門の
省エネルギー

▶中部電力およびグループ会社の技術やノウハウなどを活用したソリューションの提案

CO2削減の研究

▶CO2削減に関する研究の推進
　次世代自動車普及支援、バイオマス燃料の有効利用
　CO2分離、回収、固定および生物利用技術
　太陽光発電等分散型電源の大量普及時に向けた系統対応技術

補完的取り組み ▶京都メカニズムの活用（次期枠組みへの適切な対応）

2008～2012年度における平均のCO2排出原単位※４20％削減（1990年度比）
2013年度以降の次期枠組みへの適切な対応

生物多様性の
保全

生物多様性に配慮した
事業活動

▶生物多様性に配慮した事業の実施

環境保全活動の推進
▶事業エリアの自然との調和、環境保全
▶自然再生活動、自然保全技術開発の推進
　毎年16,000本の苗木を社外へ配布、累計50万本以上

循環型社会の
形成

ゼロエミッション※5 ▶中部電力およびグループ会社の廃棄物社外埋立処分量の削減
　廃棄物の社外埋立処分率1%未満

グリーン調達の推進 ▶中部電力およびグループ会社の事務用消耗品のグリーン調達率向上
　事務用消耗品グリーン調達率100%

化学物質管理 PCB処理の推進 ▶PCB含有機器の確実な管理および処理の推進
　2016年までに処理完了

環境管理の徹底 ▶中部電力およびグループ会社におけるEMSを活用した有効で効率的な
　業務改善の継続的な推進

環境に配慮した
自発的行動ができる人材の育成

▶中部電力およびグループ会社従業員の環境配慮意識の維持向上
　ECOポイント活動への全員参加、ちゅうでんフォレスター累計300人育成

地域とのコミュニケーション ▶地域と連携したエネルギーと環境に関する教育の充実
▶地域社会への積極的な環境活動の実施、地域企業との連携強化

世界との連携 ▶中部電力およびグループ会社の技術やノウハウなどを活用した
　海外エネルギー事業の実施拡大

対応
指針

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2・4

1・2・4

2

2・4

2

2

2・3

3

3

4

4

4

※3：電気自動車、プラグインハイブリッド車等　
※4：CO2は使用電力量当たりの排出原単位。排出原単位の算定は地球温暖化対策推進法
　　に基づく「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」に準拠（同制度ではグリーン電力
　　証書などのCO2削減価値は未考慮）

※1：設備利用率は、定期検査の有無などの影響で毎年変化するため、長期的な期間（5カ
　　年平均）で算出
※2：太陽光発電の新たな買取制度が開始（2009年11月）されたことに伴いRPS法の目標
　　見直し
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2009年度実績 自己
評価 今後の取り組み

掲載ページ

本書 CSR報告書
（PDF）

▷浜岡4,5号機の水素濃度上昇トラブルによる長期停止
　および地震による浜岡4.5号機の自動停止により
　設備利用率69.4%（3～5号機、5カ年平均）

▷安全を最優先に原子力発電や原子燃料リサイクルを推進
P03
P04
P21

P03
P04
P31

▷RPS法による目標量　約12.9億kＷhを達成
▷御前崎風力発電所の営業運転開始(第１期分）
▷メガソーラーたけとよ、メガソーラーいいだ発電所の開発推進

▷風力・太陽光、石炭火力でのバイオマス混焼や小水力発電などの
　開発・導入の推進
▷積極的な余剰電力購入を継続

P21
P22

P32
P33

▷高効率火力発電プラントの優先的な運用により
　総合熱効率46.21%（2009年度目標 ： 46.08%以上）

▷上越火力の着実な開発（運転開始2012年度～2014年度）
▷熱効率の高い火力発電プラントの優先的な運用 P22 P34

▷次世代自動車100台導入（電気自動車、プラグインハイブリッド車）
　（2009年度目標 ： 100台導入） ▷中期目標達成に向けた次世代自動車の導入推進 P23 P37

▷エコキュート普及拡大に向けた各種ＰＲの充実
　（実績 ： 契約台数約6.9万台（前年度比0.3%減）、累計 約35万台）
▷環境家計簿普及拡大に向けた啓発活動の実施

▷エコキュート等の高効率機器の普及拡大
▷子ども向け環境情報サイト「エコランド」、環境家計簿などを
　利用したエコライフの啓発活動の推進

P23 P36

▷電気式ヒートポンプなどの高効率機器の普及活動を充実
　（実績 ： 1,172件、約13.8万kW（前年度比10%減））

▷電気式ヒートポンプなどの高効率機器の更なる普及拡大
▷省エネ診断等の提案活動による省エネルギーの推進 P23 P36

▷次世代自動車の普及支援として充電システムの研究開発を実施
▷木質バイオマス利用スターリングエンジン発電の運転試験を開始

▷次世代自動車の充電システムおよびバイオマス燃料の
　有効利用、CO2固定技術、太陽光発電等分散型電源の
　大量普及時に向けた系統対応技術など研究推進

P20
P30
P33
P36

▷CO2排出権購入および政府償却口座への移転によるCO2排出原単位への
　反映を着実に実施

▷CO2排出権の調達および政府償却口座への移転による
　CO2排出原単位への反映 P23 P35

▷京都メカニズムクレジット反映後原単位
　0.417kg-CO2／kＷh（1990年度比10.2%減）
▷京都メカニズムクレジット反映前原単位
　0.474kg-CO2／kＷh（1990年度比2.2%増）

▷環境アセスメントなどにおける猛禽類調査、希少動植物の保全活動 ▷発電所や送電線建設における希少動植物の保全活動推進 P07
P08

P07
P08

▷自然や景観に配慮した、設備形成の実施
▷火力発電所共生施設を活用した自然体験イベント等の開催
▷苗木の配布 ： 73,173本（累計約42万本）

▷自然や景観に配慮した設備形成を促進
▷火力発電所地域共生施設を活かした地域貢献活動の実施
▷緑豊かな地域づくりを支援

P07
P08

P07
P08

▷廃棄物の社外埋立処分率0.9%（再利用困難な一部の建設汚泥を除く）
▷シーキュラス※6のダイオキシン吸着材としての用途開拓

▷社外埋立廃棄物の削減に向け経済性を考慮しながら3R※7を推進
▷循環型資源のシーキュラスなどの石炭灰の有効利用推進 P24

P40
P41
P45
P49

▷グリーン調達率 ： 92.9%
▷グリーン購入法に適合した、コピー用紙の調達 ▷事務用消耗品購入時の更なる意識啓発を実施 ー P41

P45

▷低濃度PCB絶縁油の処理設備のトラブルによる利用率低下
　（利用率40% ： 2009年度目標利用率70%）
▷柱上変圧器の容器・部材の確実な処理を実施
　（10.5万台処理 ： 2009年度目標10万台処理）

▷低濃度PCB絶縁油、高濃度PCB機器の処理を確実に実施
▷柱上変圧器の容器・部材の確実な処理を実施 P24 P42

▷中部電力グループにおけるEMS導入率100%の継続と
　有効で効率的な環境管理活動の推進

▷中部電力グループにおける有効で効率的な環境管理活動の
　継続的な実施 P25 P43

▷「中電グループECOポイント活動」の活性化に向けたシステムの整備
▷森林ボランティア指導者「ちゅうでんフォレスター」
　年間20名育成（累計80名）と新たな活動フィールドの確保
▷自発的に環境意識向上を目指す従業員に対し、eco検定受験に向けたサポートを実施

▷「中電グループECOポイント活動」を通した環境意識の向上
　と環境行動の促進
▷ちゅうでんフォレスターの育成（毎年20名）と活用
▷eco検定受験サポートを継続実施

P25
P26

P44
P47

▷ちゅうでん小学生エコセッション（参加6校、331名）
▷エコの輪活動（19の市民団体と19の活動）
▷市民参加型の森とふれあう活動(9回)、出前教室(435回)、
　職場・施設見学会(212回)、大学との連携授業の実施
▷他企業と連携したEPOC※8の活動を推進
▷COP10開催１年前イベントに参加

▷ちゅうでん小学生エコセッション、エコの輪活動を継続実施
▷市民参加型の森とふれあう活動「森への招待状」、
　出前教室、職場・施設見学会の継続実施
▷引き続き、EPOC活動を推進
▷COP10支援および関連イベントでの当社の取り組みの情報発信

P08
P26
P31
P32

P08
P47
P49
P55
P56

▷ 殻発電所、パーム椰子房発電事業の安定運転に向けた技術支援の実施
▷CO2削減に資する新規案件の開発・調査の継続実施
▷APP※9参加国の既設石炭火力発電所の熱効率維持・向上に向けた改善提案などを実施

▷バイオマス、小水力に加え、風力・太陽光分野の新規案件の開発・
　調査を実施
▷ポスト京都議定書に向けた動きを注視し、適切に対応
▷APP参加国の既設石炭火力発電所の熱効率維持・向上に向けた
　支援の継続実施

P23
P26

P35
P49

自己評価
レベル4
〈中期目標達成〉

レベル3
〈当年度目標達成〉

レベル2
〈目標未達成〉

レベル1
〈対策が必要〉

※5：請負会社排出分（発注する工事において発生した廃棄物）を含めた社外埋立処
　　分量を廃棄物発生量の１％未満にすること
※6：碧南火力（石炭火力）から発生する石炭灰を原料として製造した人工ゼオライト
※7：廃棄物の発生抑制(Reduce)、再使用(Reuse)、再生利用(Recycle)　　　　　

※8：地元企業の環境啓発団体「環境パートナーシップ･CLUB」の略
※9：クリーン開発と気候に関するアジア太平洋パートナーシップ
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お客さま満足のために

お客さま

CS推進活動の展開

　中部電力では、お客さまからの信頼の獲得およびお客

さまにご満足いただけるサービスを目指しています。特

に、販売部門では統一スローガンを設け、CS（お客さま満

足：Customer Satisfaction）向上に取り組んでいます。

　CS推進のため、本・支店に「CS推進事務局」を設置し、

直接お客さまと接する営業所の活動を支援する体制を

構築しています。また、営業所では、所長を中心に創意

工夫を凝らした自律的な活動を展開し、お客さまの目線

に立った行動に結びつけ、お客さま満足の一層の向上に

努めています。

「お客さまの声」を活用する仕組み

お客さま対応システム

　お客さまに、よりご満足いただけるサービスをお届け

するために、営業所の窓口や電話などを通じて寄せられ

るご意見やご要望などを「お客さま対応システム」に登

録し、全従業員で情報共有しています。

　また、担当部門では、登録された「お客さまの声」をも

とに、具体的なサービス向上策の検討を行い、改善につ

なげています。

　2009年度は約2,500件の「お客さまの声」の登録

がありました。こうした

「お客さまの声」は、中

部電力にとって貴重な

財産であり、今後とも

よりお客さまにご満足

いただけるサービスを

目指し、前向きに対応

していきます。

CSスローガン
「心を込めて（応対の好感度向上）」
「正確に（的確な業務処理）」
「早く（ニーズの施策反映）」

お客さまの
ご意見・ご要望など

●お電話
●ご来店、訪問時

応対した
従業員

お客さまの声の
登録

集約・分類

お客さま

サービス向上策の
検討

（担当部門）

お客さまへ
よりご満足
いただける

サービスの提供

お客さま対応
システム

（全従業員で共有）

お客さま対応システム

新たなライフスタイルの提案

e-生活情報センター「デザインの間」

　2009年11月に開設1周年を迎えたライフスタイル体

感施設「e‐生活情報センター『デザインの間』」では、家

電や住宅設備・家具・食品などのメーカーをはじめ、地域

の生活関連企業など数多くのパートナーと連携し、地球

環境にやさしい暮らしを、オール電化などの「電気なら

では」の良さを中

心に、トータルでご

提案しています。

法人のお客さまに対して

　高圧500kW以上でご契約のお客さま向けには、専

門の営業担当窓口（アカウントマネージャー）やエネル

ギーの効率利用に関するサポートを行う技術サービス員

（ソリューションスタッフ）を各地域に配置し、積極的な

提案活動を実施しています。

　一方、高圧500kW未満でご契約のお客さまには、営

業所および法人カスタマーセンターにて、さまざまなお

問い合わせに専門スタッフがお応えしています。さらに、

会員情報サービス「中電きっと倶楽部」では、料金プラン

試算、雷情報通知やメールマガジン配信など、お客さま

のお役に立つ各種情報サービスを提供しています。

ソリューション事例紹介イベント「ENE-WAY」

　法人のお客さま向けの情報発信の機会として、ソ

リューション事例のご紹介や最新電化システムの展示を

行うイベント「ENE-WAY」を開催しています。毎年多く

の方にご来場いただき、企業のエネルギー利用に役立

てていただいています。

e-生活情報センター「デザイン
の間」（名古屋市千種区）

>ビジネスサポート>ビジネスサポートサイトのご案内
>中電きっと倶楽部
>
>

HP

PDF P51-52

http://www.chuden.co.jp/bizsupport/supportinfo/kit/index.html
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株主・投資家の皆さまからの信頼に応えるために

取引先の皆さまとともに

株主・投資家／取引先

情報開示・コミュニケーションの充実

　中部電力は、取引先の皆さまを、相互発展を目指す大

切なパートナーと考え、CSRの実践をお願いするとともに、

情報開示についても積極的に取り組んでいます。

　2010年4月には、前年に引き続き「取引会社説明会」を

開催し、CSRの実践や経営計画について説明するととも

に、資機材調達計画などの情報開示を行いました。説明

会には229社、約430名の皆さまにご参加いただきました。

また、本店内に資材取引全般に関する相談窓口を設置し、

2009年度には143

件の相談をいただ

くなど、取引先の皆

さまとのコミュニ

ケーションの充実

を図っています。

　市場環境の変化に迅速かつ的確に対応し、「強い企業

グループ」として十分な実績をあげるとともに、適時適

切な経営・財務情報の開示による高い透明性を確保する

ことによって、株主・投資家の皆さまや市場からの信頼を

ゆるぎないものにしていきます。

IR活動※によるコミュニケーションの推進

　中部電力では、年2回を基本として決算説明会を開催

するとともに、経営層が直接国内外の機関投資家の皆

さまを個別に訪問するなど、コミュニケーション活動を

展開しています。また、事業活動への理解を深めていた

だくために、発電所などの施設見学会や、個人投資家向

けの会社説明会などを開催しています。

※IR(Investor Relations)活動：企業が株主・投資家に対して、投資判断に必要な
企業情報を適時・公平に提供する活動。

　取引先の皆さまとのコミュニケーションや公正かつ誠

実な取引きを通して、より確かな信頼関係の醸成に努め

るとともに、協同して資材調達におけるCSRの展開に取

り組んでいきます。

調達基本方針

　中部電力では、コンプライアンスの徹底、安全の確保、

環境負荷の軽減など、CSRに配慮した「調達基本方針」

を定め、この方針に基づいて調達活動を展開しています。

積極的な情報開示

　金融商品取引法などの関係法令や、

上場している金融商品取引所（証

券取引所）の定める適時開示規則

に沿って情報開示を行うとともに、

ホームページや、「アニュアルレ

ポート」などの冊子を通じて積極

的な情報発信を行っています。
＞IR・企業情報＞IR関連情報

調達基本方針（抜粋）
コンプライアンスの徹底 オープン・ドア・ポリシー
安全確保   公平・公正な調達
環境負荷の軽減  パートナーシップ

＞HP

＞IR・企業情報＞資材調達情報＞HP

や、

証

則

、

2009年度IR活動実績

対象 内容 回数 実施月

機関投資家
経営計画説明会 1回 3月
決算説明会 2回 5月、11月

個人
投資家 会社説明会 2回 8月、2月
株主 施設見学会 9回 8月～11月

2010年度取引会社説明会

PDF P53

http://www.chuden.co.jp/corporate/ir/index.html
http://www.chuden.co.jp/corporate/shizai/index.html
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社会への貢献

地域・社会

社会貢献基本方針

　「中部電力グループ社会貢献基本方針（2008年3月

制定）」に基づき、基本的な考え方や重点分野をグルー

プ各社と共有してさまざまな活動を推進しています。

中部電力グループ社会貢献基本方針
1．基本的な考え方
　中部電力グループは、中部地域を基盤とする総合エ
ネルギーサービス企業グループとして、次の方針に基
づいて、地域・社会の持続的発展のために積極的な貢
献を行い、良き企業市民としての責任を果たしてまいり
ます。
❶対話と協働を大切にしながら、よりよい地域・社会づく
りをお手伝いしていきます。
❷企業としての社会貢献だけでなく、従業員の自発的
活動を尊重し、積極的に支援していきます。

❸社会貢献活動の内容は広く一般にお知らせし、活動
の持続的な改善に努めます。

2．重点分野
●地域の安全・安心の確保
●環境の保全
●次世代教育
●文化・スポーツ活動

地域の安全・安心の確保

電気の安全使用PR活動

　中部電力では、毎年8月の「電気使用安全月間」を中

心に、お客さまに電気を安全にお使いいただくための

知識と理解を深めるPR活動を行っています。その一環

として、文化財に指定

された建築物などの電

気配線診断を実施して

います。

各務原市消防本部・市役所と協調し、
薬師寺や河野西入坊などの文化財の
配線診断を実施
（岐阜支店各務原営業所）

暮らし安心情報サービス

　中部電力が保有するメールサーバなどの設備を活用

し、暮らしの安心情報サービスを提供しています。

●気象・地震情報「教えて！お天気」
　気象庁から発表された、中部電力エリア内の天気予

報、気象警報、地震情報を携帯メールでお知らせしてい

ます。

●防災情報「きずなネット防災情報」
　名古屋市消防局と共同で、名古屋市内の避難勧告（避

難勧告準備情報を含む）が発令された場合に、携帯メー

ルでお知らせしています。

●事件・不審者情報「パトネットあいち」
　愛知県警察本部と共同で、多発する犯罪などへの注

意喚起を目的として、愛知県内で発生した事件事故や不

審者情報を、随時、携帯メールでお知らせしています。

●学校連絡網「きずなネット学校連絡網」
　本書9～10ページのハイライト4に掲載しています。

●くらし安心ほっとLife

http://cep.jp/anshinhhWeb

＞IR・企業情報＞CSR（企業の社会的責任）＞社会貢献＞HP 環境の保全

ちゅうでんエコの輪活動

　「ちゅうでんエコの輪」活動は、NPOなどの市民団体

や企業がそれぞれ行っていた環境活動に、市民団体と

企業の協働や、市民団体同士の連携などの新しい枠組

みを加え、環境活動の大きな輪を育てていこうという取

り組みです。2006年に中部電力が環境活動を行うNPO

などの市民団体、学生団体、学校などに参加を呼びかけ

て始まりました。

　2009年度は18の団体とさまざまな環境イベントを展

開し、約1万5千名の参加者と地球環境について考え、身

近な環境活動を実施しました。

PDF P54-58

Look!P9～10

http://www.chuden.co.jp/corporate/csr/social_kouken/index.html
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文化・スポーツ活動

ちゅうでん春休み親子ふれあい劇場

　2010年3月26日、27日の2日間、愛知県半田市と常

滑市の2会場で、芸術文化の振興と次世代層に対する情

操教育を目的に、文化イベント「ちゅうでん親子ふれあ

い劇場」を開催しました。

　本イベントでは、全国の巡回公演や海外遠征も行う

「劇団みんわ座」が影絵人形劇と江戸写し絵を上演し、

約1,600名の親子に、昔ながらの「匠の技」を楽しんでい

ただきました。

＞エネルギー・環境・原子力>環境への取り組み
>地域社会と共に進める取り組み
>ちゅうでんエコの輪（地域連携環境活動）

＞
>
>

HP

2009年度 参加団体（50音順）

●愛知淑徳大学エコのつぼみ　●NPO法人アスぺ・エルデの会
●NPO E-Produce　●NPOエコバンクあいち
●きだエコクラブ
●高校生と大学生の「環境学習交流会」実行委員会
●静岡県立大学　環境サークルCO-CO

●椙山女学園環境サークルTERRA e VIDA

●NPO法人スポーツサポート協会　●NPOチームばんどり
●NPO法人中部リサイクル運動市民の会　●名古屋大学相撲部
●NPO法人にっしん市民環境ネット　●まなまな
●NPO法人みずしるべ　●NPO法人水とみどりを愛する会
●名城大学ボランティア協議会
●NPO法人メタセコイアの森の仲間たち

次世代教育

PR展示館

　中部電力グループは、エネルギーや環境、科学につい

て楽しく体験しながら学べる展示施設を運営し、多くの

皆さまにご利用いただいています。

影絵人形劇について説明を聞く親子

「出前教室」「職場・施設見学」の実施

　中部電力社員が小・中学校などへ出向き、発電の仕組

みをわかりやすく紹介する「電気実験教室」や、エネル

ギーと環境保全の重要性について紹介する「環境・エネ

ルギー教室」などの「出前教室」を開催しています｡

　また、身近にある営業所や発電所・変電所など、中部電

力の職場や施設を見学していただく「職場・施設見学」も

行っています。

2009年度実績

出前教室 435回実施　17,386名参加

職場・施設見学 212回実施　 3,002名参加

>IR・企業情報>地域社会での取り組み
>教育支援活動（学校の先生向け）
>
>

HP

ちゅうでん小学生エコセッション

　2009年12月、「ちゅうでん小学生エコセッション2009」

を開催しました。次世代を担う子どもたちが環境やエネ

ルギーについて考える機会を創り出し、学校での環境学

習に役立てていただきたいと考え実施したものです。

　当日は、中部電力の出前教室や発電所見学などの事

前学習を実施した中部電力エリアの6校の小学生331

名が参加、二酸化炭素を利用して走る車など、小学生

ならではのユニークな省エネアイデアが多数紹介され

ました。その後、各校代表の児童と中部電力の三田社長

（当時）、ゲストの俳優・気象予報士の石原良純氏が、環

境について積極的な意見交換を行いました。

意見交換を行う児童と三田社長（当時）

＞ＩＲ･企業情報＞地域社会での取り組み
＞教育支援活動（学校の先生向け）＞小学生エコセッション
＞
＞

HP

>IR・企業情報>会社情報>所在地一覧>PR展示施設>HP

http://www.chuden.co.jp/energy/kankyo/chiiki/econowa/index.html
http://www.chuden.co.jp/corporate/company/officelist/prs/index.html
http://www.chuden.co.jp/corporate/activity/education/index.html
http://www.chuden.co.jp/corporate/activity/education/ecosession/index.html
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人権の尊重・機会均等

　中部電力では、募集・採用および就業時において、性

別、年齢、学歴、国籍などに基づく差別を排除し、処遇の

透明性を確保することによって、機会均等を徹底してい

ます。

人権啓発基本方針

　中部電力では「すべての人権が尊重される社会の実

現に向け、企業として社会的責任を果たす」ことを示した

「人権啓発基本方針」の下、本・支店に「人権啓発推進委

員会」を組織し、研修や啓発活動などを実施しています。

相談窓口の設置

　中部電力は、ハラスメントに対する正しい理解と認識

を深める各種研修や、イントラネットを用いた意識啓発

を実施しているほか、社内および社外の専門機関に「ハ

ラスメント相談窓口」を設置しています。

　また、従業員の人事諸施策への疑問などに対応する

窓口として「人事相談室」も設置しています。

障がい者・高齢者の雇用

　中部電力は、障がい者の方々に対する新たな職域開

拓のため、2003年に中電ウイング（株）を設立し、現在

46人の障がい者が印刷、ギフト商品販売、園芸事業に携

わっています。中電ウイング（株）を含めた中部電力の障

がい者雇用率は2.26%（2010年6月現在）です。（法定

雇用率1.8%）

　また、「高齢者雇用安定法」の改正を踏まえ、2006年

に定年退職者再雇用制度（シニア・スタッフ制度）を見直

しました。

募集・採用および就業の機会均等を図り、多様な「人財」を雇用するとともに、個人の能力や適性を重視して、

それぞれの個性を活かして活躍することができる風土づくりに努めています。

また、従業員一人ひとりが安全・健康で安心して働くことができるよう支援制度の充実を図っています。

パラリンピックで銀メダル獲得

　2010年3月に開催されたバンクーバー・パラリンピッ
クの日本代表に中部電力グループから3名が選出され、
アイススレッジホッケーに出場した石田真彦（中部電力
名古屋支店中営業所/写真右）と吉川守（中部電力長
野支店飯田営業所/写真左）が銀メダルを獲得しました。
また佐藤圭一（（株）中電シーティーアイ）は2競技5種
目に出場し、クロスカントリースキー団体リレーでは5位
に入賞するなど健闘しました。

明るく働きやすい職場づくり／「人財」活性化・キャリア形成

PDF P59-62従業員

仕事と家庭生活の調和を図る勤務制度

　中部電力は、2005年より「計画休日・指定勤務制」を

導入しています。この制度は、勤務日や勤務時間帯など

を柔軟に選択・指定するもので、計画的・効率的な業務遂

行と、充実した家庭生活の両立に役立てられています。

ライフ・サポート休暇

　中部電力では、年次有給休暇とは別に、ボランティア

活動やドナー登録などの社会貢献、本人の傷病や家族

の看護、学校行事などに利用できる有給休暇として、「ラ

イフ・サポート休暇」を設け、従業員が家庭や地域社会の

一員としての役割を積極的に果たせるよう、支援を行っ

ています。
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労働安全・衛生の取り組み

育児・介護を支援する制度

育児への支援

　育児については、2009年4月より、「子が満2歳に達す

る日」までの休職や、「子が小学校１年生の年度の末日」

まで勤務時間の短縮ができるよう、制度を見直しました。

また、従業員の育児参加をより一層支援するため、一定

期間の育児休職にライフ・サポート休暇を充当できる仕

組みを整備しています。

　加えて、仕事と育児の両立を支援する電話相談窓口

を開設し、妊娠中を含め中学校3年生までの子どもを持

つ社員を対象に、社外アドバイザーが各個人の相談に応

じています。

介護への支援

　介護については、勤務時間の短縮や通算2年間の休

職ができる「介護休職制度」を設けています。また、介護

休職期間中は賃金の一部を会社が支給することにより、

従業員の経済的な負担が軽減されるように配慮してい

ます。

育児休職取得人数の推移 介護休職取得人数の推移
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女性
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女性活躍推進室の活動

　中部電力は、多様な「人財」がそれぞれの個性を尊重

しあい、能力を十分に発揮して働くことは企業の持続的

成長のために必要不可欠と考えています。特に、女性活

躍推進をその中核的取り組みと位置づけ、専任部署で

ある「女性活躍推進室」が中心となって進めています。

　その活動が評価され、2009年度は「名古屋市女性の活

躍推進企業認定・表彰制度」において優秀賞を受賞しまし

た。さらに、2010年5月、次世代育成支援対策推進法に

基づく認定マーク（愛称「くるみん」）を取得しました。

>IR・企業情報>CSR（企業の社会的責任）
>一般事業主行動計画（第2期）
>
>

HP

　中部電力では、従業員の安全と健康は企業の重要な存

立基盤であると考え、各職場において維持向上の徹底を

図っています。また、請負会社などを含めた安全衛生にも

配慮しています。

2010年度全社安全衛生活動方針
1.安全
（1）[交通] 状況確認の徹底による交通事故の減少
（2）[作業] 危険意識を共有できる安全活動の展開
2.衛生
（1）過重労働による健康障害防止対策
（2）メンタルヘルスケア対策
（3）特定保健指導等による自主健康管理意識の醸成
（4）新型インフルエンザ対策

労働災害 発生件数

度数率※の推移 強度率※の推移
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00.22 0.24 0.330

全国

0.10
0.090 09

07年度 08年度 09年度

中部電力従業員 21 19 20

請負・委託 35 46 38

※度数率：労働時間100万時間あたりの労働災害による死傷者数（休業1
日以上）。災害の発生頻度を表す。
※強度率：労働時間1,000時間あたりの労働災害による労働損失日数。
災害の軽重を表す。（0.00は0.005未満）

労働災害 度数率・強度率

http://www.chuden.co.jp/corporate/csr/gbusi_plan/index.html
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サステイナブル経営診断

　中部電力では、NPO法人環境経営学会が実施する「サステイ
ナブル経営診断」を継続して受診しています。
　2009年度は、多くの項目で概ね高い水準にあるとの評価を得
ましたが、以下のような分野でさらに改善が必要であるとの指摘
をいただきました。これらについては今後、改善に向けて検討を
行っていきます。

主な指摘事項
● 経営分野「法令順守・企業倫理」について
「法令順守・企業倫理を一元的に管理するシステム」に関し、
海外のグループ会社も対象に、整備・確立することが求めら
れる。

ステークホルダーとの対話活動／第三者評価

ステークホルダーの皆さまに、中部電力グループのCSRの取り組みについて
わかりやすくお伝えするだけでなく、多様なご意見をお聞きし、
今後の経営に活かしていくため、双方向コミュニケーションが大変重要であると考えています。

　2010年3月17日、中部電力の情報サービス「きずなネット」
をご利用いただいている三重県伊賀市立久米小学校でステー
クホルダー・ダイアログを開催し、校長先生、教頭先生、PTA役
員の皆さまにご参加いただきました。
　テーマを「中部電力の社会貢献活動」とし、中部電力の取り
組みの紹介後に、意
見交換を行いまし
た。いただいたご意
見を踏まえ、今後も
社会貢献に取り組
んでいきます。

ステークホルダー・ダイアログ

三重大学との意見交換会

　中部電力では、産学連携の取り組みの一環として国立大学
法人三重大学と意見交換会を開催しています。前年に続き、
2009年9月16日に、同大学の「環境報告書2009」と中部電力
グループの「CSR報告書2009」に基づき、学生を含む大学関係
者と「持続可能社会
構築への貢献」につ
いて意見交換を行
いました。

● 環境分野「地球温暖化防止」について
温室効果ガス排出の総量削減について、国の目標に沿っ
た中期目標の明記が求められる。これがなされない状況に
あっては、低炭素社会の実現に向けた、電気の優位性や地
域全体のエネルギー転換に関する展望等について、電力会
社としての考えを明確にし、より広範に説明することが望ま
れる。

● 社会分野「ワークライフバランス」について
休暇の種類を増やし、期間も長くしている一方、有給休暇
の消化が十分でない。地域の基幹産業として、従業員の
ワークライフバランスの確保に関しても、地域をリードする
ことが求められる。

● 前回の意見交換会で、「表紙の写真では中部電力とわから
ない」と指摘したが、2009年版は、一目で中部電力の報告
書とわかるものになり、良くなった。

● 従業員の有給休暇や育児休職などの取得実績を掲載して
ほしい。

▼

▷ 2010年版において、有給休暇、育児休職、介護休職の取得
実績を掲載しました。 Look! P34

参加者からの主なご意見
● これまで、中部電力が地域住民を対象にしたさまざまな取
り組みを実施していることを知らなかった。興味深い内容
が多かったため、もっと、参加募集のPRを実施してほしい。

● 子どもたちは「でんじろう先生の実験」が大好きなため、同
じような実験を出前教室で実施してほしい。

● 従来の学校の連絡網に比べて、一斉に情報受信できる「き
ずなネット学校連絡網」はとても便利。不審者情報などの
安全に関する情報は、学校卒業後も継続して提供してほし
い。

CSR報告書に対する主なご意見

PDF P63-64

Look! P32

Look!P09～10
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会社名
 

本店所在地
 

代表取締役社長
社長執行役員
設立年月日
供給エリア

中部電力株式会社
（Chubu Electric Power Co., Inc.）
〒461-8680 名古屋市東区東新町1番地
TEL（052）951-8211（代表）

水野 明久

1951年5月1日
愛知、岐阜(一部を除く)、
三重(一部を除く)、長野、
静岡(富士川以西)の中部5県　　　 

事業の概要

資本金
総資産
有利子負債
発行済株式総数
株主数
従業員数
契約口数  　　電灯
(特定規模需要を除く) 　　　電力
  　　合計
販売電力量
総売上高  　　連結
  　　単独
経常利益  　　連結
  　　単独
自己資本比率 　　連結
  　　単独

4,307億円
4兆9,694億円
2兆5,207億円
7億6,300万株

346,457名
16,645名

9,254千口
1,201千口

10,455千口
1,228億ｋＷｈ

2兆2,385億円
2兆0,843億円

1,785億円
1,574億円

30.9%

29.6%

会社概要（2009年度または2010年3月末時点）

設備の概要

発電設備
 
 
 

送電設備 
変電設備 
 
 
 
 
配電設備 

中部電力グループ

火力
水力
原子力
新エネルギー
合計
送電線路亘長
変電所数
出力
  
連系所数
出力
配電線路亘長

電力設備系統図

2,390.4万ｋＷ（11カ所）
521.9万ｋＷ（182カ所）

350.4万ｋＷ（1カ所）
0.6万ｋＷ（1カ所）

3,263.2万ｋＷ（195カ所）
12,220ｋｍ

938カ所
122,258千ｋＶＡ

30万ｋＷ
※

1カ所
30万ｋＷ

136,525ｋｍ
※ ： 周波数変換設備を別掲（運用出力10万ｋＷ）
端数処理の関係で合計が合わない場合があります。

● Chubu Electric Power Company U.S.A.Inc.

● Chubu Electric Power Goreway B. V.

● Chubu Electric Power Gorgon Pty Ltd

● Chubu Electric Power Southdown B. V.

● Chubu Electric Power (Thailand) Co.,Ltd.

■ 株式会社大垣スクールランチサポート

■ 霞桟橋管理株式会社

■ 日本マレニット株式会社

■ バジャドリド運転保守会社

■ PFI豊川宝飯斎場株式会社

■ Chubu Ratchaburi Electric Services Co.,Ltd.

■ Tyr Capital, LLC

電気事業
● 株式会社青山高原ウインドファーム 

■ バジャドリド発電会社
■ A.T. Biopower Co.,Ltd.

■ Sithe Global Power Goreway ULC

エネルギー業
● 株式会社エル・エヌ・ジー中部

● 株式会社シーエナジー

● 知多エル・エヌ・ジー株式会社

■ 中部国際空港エネルギー供給株式会社

■ 名古屋都市エネルギー株式会社

■ 名古屋熱供給株式会社

■ 浜松熱供給株式会社

■ 北陸エルネス株式会社

製造業
● 中部精機株式会社

■ 愛知金属工業株式会社

■ 愛知電機株式会社

■ 知多炭酸株式会社

■ 中部液酸株式会社

■ 東海コンクリート工業株式会社

運輸業
● 中電輸送サービス株式会社

■ 新日本ヘリコプター株式会社

不動産業
● 中電不動産株式会社

 サービス業等
● 知多桟橋管理株式会社

● 中電ウイング株式会社

● 中電エネルギートレーディング株式会社

● 株式会社中電オートリース

● 中電興業株式会社

● 中電配電サポート株式会社

● 中電ビジネスサポート株式会社

● 中電防災株式会社

● 中部冷熱株式会社

● 株式会社テクノ中部

● 東邦産業株式会社

● 株式会社フィルテック

● Chubu Electric Power Australia Pty Ltd

● Chubu Electric Power Company International B.V.

建設業
● 株式会社シーテック

● 株式会社中部プラントサービス

● 株式会社トーエネック

● 株式会社トーエネックサービス

● 統一能科建筑安装（上海）有限公司

● 台湾統一能科股　有限公司

● TOENEC (THAILAND) CO., LTD.

● TOENEC PHILIPPINES INCORPORATED

情報通信業
● 株式会社中電シーティーアイ

■ 株式会社御前崎ケーブルテレビ

■ 株式会社コミュニティネットワークセンター

■ 中部ケーブルネットワーク株式会社

■ 中部テレコミュニケーション株式会社

● 連結子会社35社 ■ 持分法適用関連会社25社

他社水力発電所

他社５００kV送電線

他社２７５kV送電線

※：FC　周波数変換装置

他社変電所

火力発電所（内燃機関除く）

水力発電所（５万kW以上）

原子力発電所

５００kV送電線

２７５kV送電線

変電所（２７５kV系以上）

開閉所（２７５kV系以上）

表 3
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この印刷物に使用している用紙は、森を元気に
するための間伐と間伐材の有効活用に役立ち
ます。

印刷工程では、有害廃液を出さない水なし印
刷方式を採用しています。

中部電力は、2010年5月に「次世代育成支援
対策推進法に基づく次世代認定マーク「くるみ
ん」を取得しました。

表 4

この冊子は、印刷には環境に配慮した植物性
大豆油インキを使用し、印刷工程で有害な廃
液が出ない「水なし方式」を採用しています。
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